
誰もが楽しめるスポーツを体験！
11月3日（祝）、八女市総合体育館で「ふれあいスポーツフェ
スタ2018」が行われ、多くの参加者がアダプテッドスポー
ツ・パラスポーツを楽しみました。（関連記事：2ページ）
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12月３日～9日は障害者週間です
市政功労者・善行篤志者を表彰
新庁舎建設の進捗情報
年末年始のごみ収集等日程  
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　「
障
害
者
週
間
」
は
、
平
成
16
年
６
月
の

障
害
者
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
国
民
の

間
に
広
く
し
ょ
う
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
し
ょ

う
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加

す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　「
障
害
者
週
間
」
の
期
間
は
、
毎
年
12
月

３
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で
の
１
週
間
で
す
。

こ
の
期
間
を
中
心
に
、
国
や
地
方
公
共
団

体
、
関
係
団
体
等
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
識
啓
発
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

◆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
上
映
会

　
障
害
者
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
し
ょ
う
が

い
者
の
社
会
参
加
を
促
す
こ
と
、
共
生
社

会
の
実
現
を
目
的
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

配
慮
し
た
映
画
上
映
会
を
開
催
し
ま
す（
字

幕
や
音
声
ガ
イ
ド
に
よ
る
視
聴
が
可
能
）。

◦
日
時
＝
12
月
７
日
㈮
　
13
時
開
演
（
12

時
受
付
・
開
場
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
上
映
作
品
＝

　
「
野
球
部
員
、
演
劇
の
舞
台
に
立
つ
！
」

◦
対
象
者
＝
障
害
者
手
帳
（
身
体
・
精
神
・

療
育
）
の
所
持
者
と
そ
の
介
助
者
、
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
必
ず
障
害
者
手
帳
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う
が
い
者
福

祉
係
（
☎
２
３・１
３
３
５
）

◆
し
ょ
う
が
い
者
虐
待
通
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

◦
相
談
電
話
番
号
＝
☎
０
９
０・２
５
８
0

・
０
２
９
４

　
こ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
り
、
ま
た

防
ぎ
、
支
援
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
で
す
。

24
時
間
・
３
６
５
日
受
付
対
応
し
ま
す
。

　
12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す

八
女
市
の
障
害
者
週
間
啓
発
事
業

映画「野球部員、演劇の舞台
に立つ！」は、実在する市内
の高校での出来事をもとに制
作された映画です。八女福島
の町並みや八女中央大茶園な
ど、市内各地でロケが行われ、
八女の美しい風景がスクリー
ンいっぱいに描かれています。
撮影では延べ約 2000 人のエ
キストラを動員。その他「支
援する会」をはじめ、地元ボ
ランティア約 500 人など、オー
ル八女で制作に協力した映画
となっています。

わ
が
国く
に
は 

筑つ
く
し紫
の
国く
に
や

白し
ら
ひ
わ
け

日
別

母は
は

い
ま
す
国く
に

櫨は
じ

多お
お
き
国く
に

「
母
い
ま
す
国
」

「
は
じ
」は
「
は
ぜ
」の
古
名
。

木繁の歌に着想した作品を寄贈
　重い自閉症がある淺

あ さ だ

田一
か づ あ き

安芸さん（立
花町：写真右から 2 人目）の描いた作品
が、第 67 回久留米市総合美術展の洋画
部門で入賞しました。作品名は「しらひ
わけ」（100 号）で、夭折の天才洋画家と
いわれる青木繁が母を思い詠んだ「母い
ます国」の歌中に出てくる言葉です。
　この作品は、青木繁生家近くの歌碑が
立つ岡山公園から八女市内を望んだ風景
を描いたもので、受賞を機に岡山公園に
近接した室岡公民館に寄贈されました。
　一安芸さんの父、牧男さんは「青木繁
の絵画はもちろん、素晴らしい歌と風景
がこの作品を生んだと思っています。作
品の故郷とも言える場所に置いてもらえ
て嬉しく思っています」と。また、室岡
行政区長の大石康嗣さんは「鮮やかな色
合いと岡山公園からの 360°の眺望が描か
れたすばらしい作品だと思います。大切
に飾らせていただきます」と話されました。

青

※「障害」の表記について＝八女市では、法律・固有名詞等以外においては、　「しょうがい」と表記しています。

障
害
者
週
間
と
は
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国大会で入賞を報告
　10 月13 日から 15 日にかけて行われた「第 18 回
全国障害者スポーツ大会ー福井しあわせ元気大会ー」
に出場した山口聖子さんと大坪初次郎さんが、10 月
25 日に市長を訪問し、入賞を報告しました。
　山口さんは立ち幅跳びとソフトボール投げに出場
し、立ち幅跳びでは 1.26 ｍの記録で優勝、ソフトボー
ル投げでは 16.41ｍで 2 位、大坪さんは水泳 25m 平
泳ぎで 23.48 秒で優勝、50 ｍ自由形では 37.78 秒で
2 位と優秀な成績を収められました。
　大坪さんは、「県代表として選出されたときはびっ
くりしました。大会では生涯スポーツとして取り組ん
でいる人、パラリンピックを目指す人などさまざまで、
皆さんそれぞれが輝いていて、一生懸命頑張ってい
る姿に良い刺激を受けました。これからも生涯スポー
ツを楽しみたい」と話されました。

全

（表紙の写真より）

会福祉功労者に感謝を込めて
　11 月 9 日㈮、社会福祉功労者に対する県知事表彰
状および県知事感謝状の受賞者が、市長にその報告
をしました。受賞者は次のとおり（敬称略）。
◆県知事表彰状
⃝田川 晴基（社会福祉法人上横山福祉会常務理事兼
障害者支援施設蓮の実団地施設長）
⃝秋月 康彦（社会福祉法人上横山福祉会障害者支
援施設蓮の実団地グループホーム管理者兼事務長）
⃝山口 美代子（社会福祉法人上横山福祉会障害者支
援施設蓮の実園看護師）
◆県知事感謝状
⃝山口 昌世（民生委員児童委員）
⃝池田 積（社会福祉法人上横山福祉会評議員）
⃝川口 宣久（社会福祉法人上横山福祉会評議員）

社

でも楽しめるスポーツを体験
　11月3日㈷、市総合体育館で「ふれあいスポーツフェスタ 2018」が
行われました。イベントに参加したのは市内外の老若男女約 180 人で、
しょうがいがあってもなくても楽しめるアダプテッドスポーツ・パラス
ポーツを楽しみました。
　参加者は車椅子バスケットやベビーバスケ（ミズノ㈱監修）、卓球バ
レー、フライングディスク、ボッチャなどの競技 6 種を体験しました。
また、就労支援事業所等が運営する飲食店による出店もあり、参加者
はおいしい料理に舌鼓を打っていました。

誰

みんなでつくる共生社会　 ～共に生き、共に考える、明日を～
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八
女
市
表
彰
式
典
が
11
月
14
日
㈬
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
八
女
市
は
、

市
政
功
労
者
15
人
と
善
行
篤
志
者
7
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◦
市
議
会
議
員

▽
服
部 

良
一
（
黒
木
町
今
）

多
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し

て
、
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

◦
監
査
委
員

▽
倉
員 

恒
雄
（
上
陽
町
北
川
内
）

　
多
年
に
わ
た
り
市
監
査
委
員
と

し
て
、
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

◦
行
政
区
長

▽
渡
邊 

正
博
（
本
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
行
政
区
長
と
し

て
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

◦
保
護
司

▽
小
川 
眞
弓
（
高
塚
）

　
多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
、

非
行
・
犯
罪
者
の
更
生
、
社
会
復
帰

の
助
言
援
助
を
行
い
、
地
域
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
人
権
擁
護
委
員

▽
川
口 

正
子
（
山
内
）

　
多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
、
人
権
思
想
の
普
及
や
人
権

擁
護
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
民
生
委
員
児
童
委
員

▽
樋
口 

欣
榮
（
山
内
）

▽
田
村 

邦
子
（
津
江
）

▽
星
野 

喜
則
（
高
塚
）

▽
牟
田
口 

靖
之
（
稲
富
）

▽
轟 

桂
子
（
矢
部
村
北
矢
部
）

▽
鬼
塚 

八
千
代
（
矢
部
村
矢
部
）

　
多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
文
化
財
専
門
委
員

▽
國
武 

久
義
（
広
川
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
文
化
財
専
門
委

員
と
し
て
、
文
化
財
の
保
護
行
政

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
光
友
地
区
地
域
振
興
会
議
会
長

▽
福
原 

信
彬
（
立
花
町
山
崎
）

　
多
年
に
わ
た
り
光
友
地
区
地
域

振
興
会
議
会
長
と
し
て
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
八
女
筑
後
医
師
会
会
長

▽
黒
岩 

光
（
本
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
八
女
筑
後
医
師

会
会
長
と
し
て
、
地
域
医
療
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
八
女
市
商
工
会
会
長

▽
川
口 
堅
志
（
黒
木
町
本
分
）

　
多
年
に
わ
た
り
八
女
市
商
工
会

会
長
と
し
て
、
商
工
業
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
牛
島 

純
子
（
高
塚
）

　
子
育
て
支
援
の
た
め
、
多
額
の

資
金
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

▽
内
野 

滿
子
（
太
宰
府
市
）

　
子
育
て
支
援
の
た
め
、
多
額
の

資
金
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

▽
故 

中
島 

功
紀
（
久
留
米
市
）

　
八
女
市
ふ
る
さ
と
支
援
の
た
め
、

多
額
の
資
金
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

▽
牛
島 

幹
（
本
町
）

　
八
女
市
ふ
る
さ
と
支
援
の
た
め
、

多
額
の
資
金
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

▽
轟 

希
公
追
（
福
岡
市
）

　
八
女
市
ふ
る
さ
と
支
援
の
た
め
、

多
額
の
資
金
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

▽
永
松 

晃
（
大
阪
府
阪
南
市
）

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
お

よ
び
少
子
化
対
策
の
た
め
、
多
額

の
資
金
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

▽
堤 

猛
（
筑
後
市
）

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
振

興
の
た
め
、
多
額
の
資
金
を
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

市
政
功
労
者
・
善
行
篤
志
者
を
表
彰

第52回
八女市

表彰式典

◆
市
政
功
労
者

◆
善
行
篤
志
者
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1
筑
南
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

17
人
の
部
員
が
毎
日
練
習

に
励
ん
で
い
る
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

2
３
八
女
ふ
る
里
学
の
発

表
》
星
野
小
学
校
５
・
６
年

生
／
立
花
小
学
校
３
・
６
年
生

　

星
野
小
５
・
６
年
生
が
棚

田
の
詩
と
星
野
太
鼓
を
発

表
。
立
花
小
３
年
生
が
「
地

域
発
見
Ｐ
Ｒ
大
作
戦
」、「
６

年
生
は
「
立
花
町
の
明
日
を

つ
く
る
～
竹
文
化
伝
承
」
の

学
習
発
表
を
し
ま
し
た
。

4
中
学
生
の
主
張 

上
陽
北

汭
学
園
９
年 

中
島
瑞
葵
さ
ん

　

第
68
回
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
八
女
地
区
青
少

年
弁
論
大
会
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
「
ド
ン
ド
ン
」
を

発
表
し
ま
し
た
。

5
中
学
生
平
和
学
習
授
業

　

平
成
27
年
度
か
ら
中
学

生
代
表
が
広
島
平
和
記
念
式

典
に
参
加
し
、
戦
争
の
悲
惨

さ
や
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で

い
ま
す
。
学
習
の
様
子
を
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
し
、
感
じ
た

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

6
韓
国
巨コ
ジ
ェ済
市
と
の
青
少

年
文
化
交
流
事
業

　

姉
妹
都
市
の
交
流
事
業
と

し
て
、
８
月
に
15
人
の
生
徒
が

韓
国
巨
済
市
を
訪
問
。
現
地

の
中
学
生
と
の
交
流
の
様
子

を
発
表
し
ま
し
た
。

◎
八
女
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
宣
言

　
「
八
女
市
立
学
校
教
職
員

働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
宣
言
」

と
「
八
女
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
宣
言
『
今
こ

そ
示
そ
う
大
人
の
姿
』」
に
つ

い
て
八
女
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に

よ
る
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を
育
む

Ｈ30年度
八女市

教育の日

11
月
１
日
か
ら
７
日
の
八
女
市
教
育
週
間
に
ち
な
み
11
月
４
日
㈰
、
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
八
女
市
教
育
の
日
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
誇

り
を
持
つ
子
ど
も
を
育
も
う
と
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
や
事
業
で
学

ん
だ
こ
と
な
ど
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
八
女
市
は
全
普
通
教
室
に
電
子
黒
板
を
設
置

し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
使
っ
た
授
業
の
様
子
も
紹
介
し
ま
し
た
。

1 2

34

6

5

巨済市の中学生の交流で
寄せ書きした T シャツ

　

平
成
26
年
７
月
に
着
工
し
た
「
合
瀬
耳
納
ト

ン
ネ
ル
」
が
平
成
30
年
12
月
８
日
㈯
に
開
通
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
八
女
市
星
野
村
と
う

き
は
市
浮
羽
町
と
を
結
ぶ
合
瀬
耳
納
峠
は
、
屈

曲
部
が
多
く
、
幅
員
が
狭
小
で
あ
り
、
冬
季
は

積
雪
・凍
結
等
に
よ
る
交
通
規
制
等
も
発
生
し
、

円
滑
な
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
に
よ
り
13
分
程
度
の
時

間
短
縮
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
雨
や
雪
に
よ

る
通
行
規
制
の
回
避
や
災
害
時
に
お
け
る
緊
急

輸
送
路
と
し
て
の
安
定
的
な
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
は
工
事
期
間
中
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
県
土
整
備
事
務
所
道
路

建
設
課
（
☎
２
２
・
６
９
８
７
）

長年開通が待たれていた合瀬耳納トンネル（県道八女香
春線）。延長2,616 ｍの２車線の道路トンネルです。

12 月 8 日㈯ 合
お う

瀬
ぜ

耳
み

納
の う

トンネルが開通します

３
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◎
施
設
の
老
朽
化

　
八
女
市
の
本
庁
舎
は
、
南
棟
が
昭

和
45
年
に
、
北
棟
が
平
成
３
年
に
建

設
さ
れ
て
お
り
、
建
築
後
そ
れ
ぞ
れ

48
年
と
27
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
外
壁
や
内
壁
に
ひ
び
割

れ
が
多
数
確
認
さ
れ
る
ほ
か
、
床

材
が
め
く
れ
て
い
る
な
ど
、
安
全
な

環
境
の
確
保
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
空
調
や
照
明
な
ど
の
設

備
の
老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
、
維
持

管
理
に
多
額
の
費
用
を
要
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

◎
低
い
耐
震
性

　
平
成
20
年
度
に
耐
震
診
断
（
南
庁

舎
）
を
実
施
し
た
結
果
、
耐
震
診
断

指
標
（
Ｉ
Ｓ
値
）
が
０
・
６
を
下
回
る

か
所
が
あ
り
、
耐
震
性
能
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
等
に
お

い
て
、
多
く
の
自
治
体
庁
舎
が
損
壊

し
、
災
害
対
策
に
支
障
を
生
じ
た
状

況
を
考
え
る
と
深
刻
な
問
題
で
す
。

※
Ｉ
Ｓ
値
０
・
６
未
満
は
、
震
度
６
～

７
程
度
の
地
震
で
倒
壊
、
ま
た
は
崩

壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
重
要
な
防
災
拠
点

と
し
て
機
能
す
る
庁
舎
は
、
Ｉ
Ｓ
値

０・９
以
上
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
庁
舎
の
狭
あ
い
化

　
地
方
分
権
の
進
展
や
行
政
需
要

の
多
様
化
に
加
え
、
合
併
に
よ
る
本

庁
職
員
数
の
増
加
も
あ
り
事
務
室

や
待
合
ス
ペ
ー
ス
の
狭
あ
い
化
、
会

議
室
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
確
保
も
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
状
況
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

や
職
員
の
執
務
環
境
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

◎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
困
難

　
廊
下
が
狭
い
、
玄
関
の
ス
ロ
ー
プ
や

階
段
が
急
勾
配
で
あ
る
な
ど
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
点
で
課
題
が
あ
り
、
特

に
障
が
い
者
や
高
齢
者
、
子
ど
も
連

れ
の
来
庁
者
な
ど
に
と
っ
て
利
用
し

や
す
い
環
境
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
通
常
、
庁
舎
の
建
設
や
改
修
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
独
自
の
資
金
や
借

入
金
で
賄
う
こ
と
に
な
り
、
全
額
市

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
八

女
市
は
合
併
し
て
い
る
た
め
、
庁
舎

の
建
設
に
つ
い
て
は
国
か
ら
合
併
推

進
債
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
合
併
推
進
債
は
、
元
利
償
還
金

の
一
部
に
つ
い
て
、
国
か
ら
交
付
税

と
し
て
措
置
さ
れ
る
（
借
金
の
一
部

を
国
が
負
担
す
る
）
た
め
非
常
に
有

利
な
起
債
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
福
岡
県
の
市
町
村
合
併
支

援
特
例
交
付
金
も
活
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
こ
の
二
つ
の
財
源
の
活
用

期
限
は
平
成
36
年
度
末
ま
で
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
将
来
の
財
政
負
担
を

見
据
え
市
で
は
、
こ
の
期
限
内
に
新

庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
の
検
討
の
方
向
性

を
「
八
女
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
（
仮
称
）」
と
し
て
今
年
度
中
に

策
定
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
基
本
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
伺
い
す

る
た
め
、
今
年
８
月
に
、
18
歳
以
上

の
八
女
市
民
３
５
０
０
人
を
対
象
と

し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
本
庁
・
支
所
の
来

庁
者
向
け
に
は
市
民
意
見
箱
も
設

置
し
、
ご
意
見
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
種
団
体
か
ら
の
代
表
者

や
公
募
の
委
員
な
ど
15
人
で
組
織
す

る
「
八
女
市
新
庁
舎
建
設
市
民
懇

談
会
」
を
８
月
に
設
置
し
、
随
時
会

議
を
開
催
し
な
が
ら
基
本
計
画
の
内

容
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
市
民

懇
談
会
の
資
料
等
は
、
今
後
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
新
庁

舎
建
設
係
（
☎
２
４
・
８
０
９
１
）

事業全体の方針、および事業実施の
ための指針です。次のような内容につ
いてまとめていきます。
⃝庁舎の現状と課題の整理 ⃝庁舎の
基本方針（安全安心、市民が使いや
すい庁舎など）⃝庁舎の必要機能や規
模 ⃝新庁舎の建設地⃝事業費および
財源 ⃝整備のスケジュール等

壁のひび割れ（左）と床材のめくれやつまづきやすい配線の様子（現在の市庁舎）

現
在
の
八
女
市
役
所
本
庁
舎
は
、
老
朽
化
が
進
み
耐
震
性
の
不
足
も
あ
る
等
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
の
確
保
（
災
害
時
に
お
け
る
必
要
な
支
援
と
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
）
お
よ
び

利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
長
期
に
わ
た
り
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
新
庁
舎
（
本
庁
）
建
設
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す

新
庁
舎
建
設
の
財
源
に
つ
い
て

基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

基本計画（平成30年度策定）とは
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― 市の収集については、各地区の収集日をご確認ください ―

▼南筑後保健福祉環境事務所
（柳川総合庁舎）
12月21日㈮～ 1月9日㈬まで
▼南筑後保健福祉環境事務所

（八女総合庁舎）
12月18日㈫～ 1月6日㈰まで
◉問い合わせ＝同事務所

（☎0944・72・2163）

12
／
23
㈷

24
㈪

25
㈫

26
㈬

27
㈭

28
㈮

29
㈯

30
㈰

31
㈪

１
／
１
㈷

2
㈬

3
㈭

4
㈮

5
㈯

6
㈰

7
㈪

8
㈫

ごみ収集
燃やすごみ
（市収集）

× × 〇 × 〇 〇 × × 〇 × × × 〇 × × 〇 〇

直接持ち込み
八女西部クリーンセンター

・リサイクルプラザ
8時30分～ 16時45分

〇

× 〇 〇 〇 〇 × ×
〇

× × × 〇 × × 〇 〇

直接持ち込み
八女市環境センター

8時30分～ 16時45分
× × 〇 〇 〇 〇 × ×

 

〇
× × × 〇 × × 〇 〇

 

区 

分 

し尿くみ取り
12
／
21
㈮

22
㈯

23
㈷

24
㈪

25
㈫

26
㈬

27
㈭

28
㈮

29
㈯

30
㈰

31
㈪

１
／
１
㈷

2
㈬

3
㈭

4
㈮

5
㈯

①

◦八女市地区・立花町
地区
◦星野村地区（椋谷
2 区・星野地区・上郷
地区）

〇
※
午
前
中
××〇〇〇〇

※
午
前
中
×××××〇×

②
◦黒木町・上陽町・矢
部村地区
◦星野村地区（小野地
区・椋谷1区）

〇××〇〇〇〇〇〇×××××××

◉
問
い
合
わ
せ

▽
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

▽
黒
木
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
生
活

福
祉
係
（
☎
４
２
・
１
４
６
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
生
活

福
祉
係
（
☎
２
３
・
４
９
３
３
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

年
末
年
始
の

「
ご
み
収
集
」と

「
し
尿
く
み
取
り
」

年
末
年
始
の
「
ご
み
収
集
」
と

「
し
尿
く
み
取
り
」
は
上
の

表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
期
間
は
ご

み
の
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
交

通
事
情
な
ど
に
よ
り
収
集
時
間
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
収
集

後
の
ご
み
出
し
が
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
年
末
の
ご
み
の
直
接
持

ち
込
み
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
時

間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

飼い犬・飼いねこの
引き取り業務休止期間

ごみ収集

し尿くみ取り

【八女西部クリーンセンター・リサイクルプラザへの直
接持ち込み】 
◦受け入れ時間は8時30分から16時45分までです。 
※1：ただし、12月23日㈷、31日㈪の12時から13時までは昼
休みとなります。
※家庭から出された「不燃ごみ」の持ち込みは、搬入証明
書があれば手数料が免除されます。環境課での搬入証明
書発行は16時までです。
※燃やすごみ・資源ごみの持ち込みは、搬入証明書は不要
ですので、直接持ち込んでください。
※ごみを直接持ち込む場合には、本人確認が必要ですので
身分証(免許証・保険証)をお持ちください。

【八女市環境センターへの直接持ち込み】

※2：12月31日㈪は、受け入れ時間が8時30分から15時（12時
から13時を除く）まで。搬入証明書の提出は必要ありませ
んので直接持ち込んでください。

【12月31日㈪の八女西部クリーンセンターへの搬入証明書発行
業務と問い合わせ先】
◦本庁環境課　8時30分～16時 

【搬入証明書とは】
不燃ごみを持ち込まれる人が「八女市の住民であること」「持
ち込まれるごみが家庭から出された物であること」を確認し証
明するもので、本庁環境課および各支所の市民生活福祉課で
発行します。これにより八女西部クリーンセンターでの不燃ご
み処理手数料（10㎏あたり200円）が免除されます。
※店舗、事業所は対象になりません。

※年末は、し尿くみ取りが集中することが予想されます。予約は、区分①の地区は 12 月5日㈬
までに、②の地区は 12 月20日㈭までに、くみ取り業者へお申し込みください。

昼
休
み
有
り

※
１

昼
休
み
有
り

※
１

15
時
ま
で

※
２
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1月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥

八女市スポーツ・健康づくり都市宣言 「生涯にわたり、健全な生活習慣を実現します」

　
１
月
は
、
20
歳
～
74
歳
の
人
を
対

象
に
、
動
脈
硬
化
予
防
と
、
糖
尿
病

予
防
の
教
室
を
行
い
ま
す
。

①
動
脈
硬
化
予
防
教
室

⃝

対
象
者
＝
Ⅰ
度
高
血
圧
症
（
収

縮
期
血
圧
１
４
０m

m
H
g

以
上
、
拡

張
期
血
圧
90m

m
H
g

以
上
）
で
、
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
１
２
０
～

１
７
９m

g/dl

）
ま
た
は
、
中
性
脂
肪

（
１
５
０
～
２
９
９m

g/dl

）
の
人

◦
日
に
ち
＝
１
月
25
日
㈮

②
糖
尿
病
予
防
教
室

⃝

対
象
者
＝H

bA1c
が
５・６
～
６
・

４
（
境
界
型
）
の
人

◦
日
に
ち
＝
１
月
29
日
㈫

①
②
共
通
事
項

⃝

時
間
＝
10
時
～
12
時
（
受
付
・
と

健
康
チ
ェ
ッ
ク
９
時
30
分
～
９
時
50

分
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

◦
持
参
品
＝
特
定
健
診
結
果
票
、
筆

記
用
具
、
八
女
市
健
康
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
な
い
人
に
は
そ

の
場
で
発
行
し
ま
す
）

◦
内
容
＝
血
圧
測
定
な
ど
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

に
よ
る
話
、
食
事
に
つ
い
て
、
個
別

相
談
（
希
望
者
）

⃝

申
込
期
間
＝
12
月
17
日
㈪
～
27
日

㈭◦
申
込･

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進

課
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

すこやかな
食べ方教室

健康ポイント対象事業

参加者募集！

学
び
を
深
め
、生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

ふぐの素人調理は大変危険です！
　ふぐは、ふぐ
毒（テトロドトキ
シン）という猛毒
をもっています。
有毒部位を食べ
ると、しびれや
おう吐などの中毒症状をおこし、最悪
の場合死亡することもあります。
◦市民の皆さんへ
　ふぐ食中毒のほとんどは、釣ってき
たり、人からもらったりしたふぐを自家
調理し食した事が原因で発生していま
す。ふぐ毒は煮たり焼いたりしてもな
くなりません。自家調理は大変危険で
す。絶対にしないようにしましょう！
◦問い合わせ＝福岡県南筑後保健福祉
環境事務所保健衛生課　食品衛生係
（☎０９４４・７２・２１６２）

　
12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
で
す
。
福
岡
県
内
の
平

成
30
年
度
上
半
期
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
は
16
人
、
エ
イ
ズ
患
者
は

14
人
で
し
た
（
昨
年
度
同
時
期

の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
25
人
、
エ

イ
ズ
患
者
は
９
人
）。

　
近
年
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
（
エ

イ
ズ
患
者
）
数
は
、
全
国
的
に

は
減
少
も
し
く
は
横
ば
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
福

岡
県
内
の
感
染
者
数
は
、
昨
年

度
の
同
時
期
に
比
べ
増
加
が
み

ら
れ
ま
す
。

　
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
の
時
期
に

合
わ
せ
て
、
南
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
で
は
、
多
く
の
人

が
相
談
・
検
査
を
受
診
で
き
る

よ
う
、
休
日
の
臨
時
相
談
検
査

を
下
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
検
査
は
、「
エ
イ
ズ
の
迅
速
検

査
」
に
て
実
施
す
る
た
め
、
約

１
時
間
程
度
で
検
査
結
果
が
分

か
り
ま
す
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、

さ
ら
に
詳
し
い
検
査
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　
ま
た
、
検
査
は
無
料
・
匿
名

で
、
秘
密
厳
守
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
か
ら
エ

イ
ズ
を
発
症
す
る
ま
で
数
年
か

ら
十
数
年
と
個
人
差
が
あ
る
た

め
、
自
覚
が
な
い
ま
ま
に
、
さ

ら
に
感
染
を
広
げ
て
い
る
危
険

性
も
あ
り
ま
す
。「
も
し
か
し
た

ら
？
」
と
不
安
に
思
う
人
は
、

こ
の
機
会
に
相
談
検
査
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
12
月
9
日
㈰
14
時
～

16
時
（
予
約
不
要
）

◦
場
所
＝
福
岡
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
（
柳
川
本
庁

舎
：
柳
川
市
三
橋
町
今
古
賀
８

―
１
）

◦
検
査
項
目
＝
①
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

（
エ
イ
ズ
検
査
）
お
よ
び
梅
毒
の

迅
速
検
査
（
検
査
結
果
は
当
日

判
明
）、
②
ク
ラ
ミ
ジ
ア
お
よ
び

淋
菌
の
検
査
（
検
査
結
果
は
１

週
間
後
に
分
か
る
た
め
、
平
日

に
来
所
し
結
果
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
人
）

◦
料
金
等
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務
所
保

健
衛
生
課
　
感
染
症
係
（
☎

０
９
４
４・７
２・２
８
１
２
）

平
成
30
年
度
エ
イ
ズ
デ
ー
相
談
・
検
査

匿
名
・
無
料
で
検
査
が
で
き
ま
す



広報八女 2018.12.1/15合併号9

乳幼児心理相談

1
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

ベビーズクッキング

もぐもぐかみかみ！離乳食教室

　保健師や看護師が、血圧・尿
検査・肺年齢・体脂肪測定を行
い、健康に関する相談に応じます

（《※》を記した会場では、栄養相
談も行います）。健康手帳をお持
ちの人はご持参ください。相談日
以外でも健康推進課窓口や電話で
健康相談を行っています。
◦1月7日㈪ 9時30分～ 11時 ／八
女市保健センター《※》
◦1月9日㈬ 10時～ 11時／上陽支
所
◦1月11日㈮ 10時～ 11時／そよか
ぜ（星野）
◦1月15日㈫ 10時～ 11時／かがや
き（立花）
◦1月17日㈭ 14時～ 15時／矢部
基幹集落センター
◦1月22日㈫10時～ 11時／ふじの
里（黒木）

【旧八女地域・立花地域の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～14時30分
◦日にち・対象 
1月8日㈫＝10か月児（平成30年3
月生）健康診査
1月16日㈬＝4か月児（平成30年9
月生）健康診査
1月22日㈫＝1歳6か月児（平成29
年6月生）健康診査
1月24日㈭＝3歳児（平成27年12
月生）健康診査

【黒木・上陽・矢部・星野地域の皆さん】

◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日時＝1月15日㈫13時30分～ 14
時30分まで受付
◦対象＝1歳6か月児（平成29年5
月～ 6月生）／ 3歳児（平成27年
11月と12月生）
※対象者には個別に通知します。
事前に連絡いただくとどちらの会場
でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
お話と調理。要予約。定員15人。
託児あり（要申込）。
◦日時＝1月17日㈭ 10時～ 13時

（受付：9時30分～ 9時50分）　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦申込者には詳細を通知します。

　離乳食中期から後期（7か月児
から1歳児頃まで）のお話です。
要予約。定員10人。託児有り。
◦日時 ＝1月10日㈭10時 ～ 12時

（受付：9時30分～ 9時50分）
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦申込者には詳細を通知します。

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったら気軽にご相談く
ださい。身長・体重測定もできま
す。母子健康手帳をお持ちくださ
い。相談日以外でも、窓口や電話
で子育て相談を行っています。
◦日時＝1月9日㈬ 9時30分～ 11
時、1月18日 ㈮13時15分 ～ 14時

30分
◦会場＝やめっこ未来館

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの成長発
達面に不安のあるお子さんです。
心配なことがあればお気軽にご相
談ください。要予約。

【八女市保健センター】
◦1月10日㈭ 9時～ 16時
   1月24日㈭ 9時～ 16時

【ふじの里（黒木）】
◦1月15日㈫ 9時～ 16時

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。
◦日時＝1月30日㈬13時30分～ 15
時30分まで受付
◦会場＝おりなす八女研修棟

次回は2月に開催します。
マタニティ教室

   タイと根菜類のアーモンド焼き

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

257Kcal
19.7g
15.3g
11.7g

700mg
159mg
77mg
1.4mg

4.2g
1.1g

1人分あたりの栄養価
【作り方】
①シイタケは石づきを除
き半分に裂く。レンコンと
ゴボウは食べやすい大き
さに切る。ミニトマトはヘ
タを取る。
②Ａを混ぜ合わせておく。
③耐熱皿にタイと①を入
れ、オリーブ油をまわし
かけ、②を全体にまぶし
つける。
④200℃に予熱したオー
ブンに入れ、具に火がと
おり、焼き色がつくまで約20分間焼く。
⑤④が焼きあがったらパセリを散らす。

八女市食生活改善推進会の研修会で作ったレシピです。
福岡県産のタイ、旬のシイタケやゴボウを使った、おも
てなし料理としても活用できる一品です。

Ａ

【材料】（4人分）　
◦タイ…４切れ（60ｇ×４）
◦生シイタケ…8枚（八女産）
◦レンコン…80ｇ
◦ゴボウ…80ｇ（八女産）
◦ミニトマト…8個（八女産）
◦スライスアーモンド…40ｇ
◦粉チーズ…30ｇ
◦塩…小さじ１/2
◦こしょう…少々
◦オリーブ油…小さじ４
◦パセリ（みじん切り）…適量
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１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
の
こ
と
で
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

毎
年
、
資
産
所
有
者
の
申
告
に
基
づ
き
課
税
さ
れ
ま
す
。
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
の
増
減
、
異
動
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
地
方
税
法
に
基
づ
き
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
期
間
内
に
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

事業主の
皆さんへ

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
時
点
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
の
場
合
は
、

市
役
所
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

福
祉
課
へ
届
出
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　

住
宅
や
倉
庫
な
ど
の
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、「
解
家
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

②
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き

　

住
宅
や
倉
庫
な
ど
の
家
屋
を
新
築
・
増

築
さ
れ
た
場
合
は
、
翌
年
度
か
ら
の
家
屋

の
評
価
額
を
算
定
す
る
た
め
に
、
税
務
課

職
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
。

③
所
有
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き

　

固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
は
、「
相
続
人
代
表
者
指
定
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
は
、
相

続
登
記
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
相
続
人

を
代
表
し
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を

受
領
す
る
人
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。
相

続
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
は
別
に
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
人
代
表
者
を
変
更
さ
れ
る

場
合
は
、改
め
て「
相
続
人
代
表
者
変
更
届
」

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
２
３・１
１
１
２
）

家
屋
の
取
り
壊
し
、
新
築
・

増
築
、
所
有
者
変
更
等
は
届

け
出
を
！

ど
の
よ
う
な
資
産
が
申
告
対
象
と
な

り
ま
す
か
。

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資

産
と
は
、
会
社
や
個
人
が
そ
の
事
業

の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・

器
具
・
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。

資
産
内
容
が
去
年
と
変
更
が
な
く
て

も
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
。

地
方
税
法
に
よ
り
毎
年
１
月
１
日
現

在
で
所
有
さ
れ
て
い
る
償
却
資
産
の

内
容
を
償
却
資
産
が
所
在
す
る
市
町
村
に

申
告
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

毎
年
税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
償
却
資
産
の
申
告
が

必
要
な
の
で
す
か
。

税
務
署
に
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は

国
税
（
所
得
税
な
ど
）
の
計
算
の
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
償
却
資
産
の
申
告
は

市
税
で
あ
る
固
定
資
産
税
の
計
算
に
必
要

な
も
の
で
す
。
確
定
申
告
に
お
け
る
減
価

償
却
の
内
容
の
一
部
な
ど
が
償
却
資
産
と

し
て
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
税

務
署
へ
の
提
出
と
は
別
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。耐

用
年
数
を
経
過
し
減
価
償
却
が
終

わ
っ
た
資
産
も
申
告
が
必
要
で
す
か
。

減
価
償
却
済
み
と
な
っ
た
資
産
で
も

取
得
価
格
の
５
％
が
評
価
額
と
し
て

残
り
ま
す
。
そ
の
資
産
が
事
業
用
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
あ
る
限
り
、

償
却
資
産
と
し
て
の
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
の
対
象
と
な
ら
な
い
償
却
資
産

は
あ
り
ま
す
か
。

対
象
と
な
ら
な
い
も
の
に
は
次
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
❶
自
動
車
税
、
軽

自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
べ
き
も
の

（
例
：
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
）
※
軽

自
動
車
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

❷
無
形
固
定
資
産
（
例
：
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

特
許
権
）。
❸
耐
用
年
数
１
年
未
満
ま
た

は
取
得
価
格
10
万
円
未
満
の
償
却
資
産

で
、
税
務
会
計
上
固
定
資
産
と
し
て
計
上

し
な
い
も
の
。
❹
取
得
価
額
20
万
円
未
満

の
償
却
資
産
で
、
税
務
会
計
上
3
年
間
で

一
括
償
却
し
て
い
る
も
の
（
※
こ
こ
に
掲
げ

て
い
る
の
は
一
例
で
す
）。

【
構
築
物
】
看
板
、駐
車
場
の
舗
装
、井
戸
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
店
内
改
装
な
ど

【
機
械
お
よ
び
装
置
】
工
作
機
械
類
、
印

刷
機
械
等
の
各
種
産
業
用
機
械
類
、
防
霜

フ
ァ
ン
な
ど
の
農
業
設
備
類
な
ど

※
太
陽
光
発
電
設
備
も
償
却
資
産
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
車
両
お
よ
び
運
搬
具
】
大
型
特
殊
車
両
、

運
搬
機
な
ど
（
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
対
象
を
除
く
）

【
工
具
・
器
具
お
よ
び
備
品
】

パ
ソ
コ
ン
・
コ
ピ
ー
機
な
ど
の
事
務
機
器
、

理
容
・
美
容
業
用
機
器
、
応
接
セ
ッ
ト
、

自
動
販
売
機
な
ど

◦
申
告
期
間
＝
平
成
31
年
１
月
4
日
㈮
～

1
月
31
日
㈭

◎
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
２
）

◦
提
出
先
＝
▽
本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税

係
▽
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

対
象
と
な
る
償
却
資
産
の
具
体
例

問答問

問答

問答答

答 問
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南
筑
後
地
区  

県･

市
町
合
同
公
売
会

税
の
滞
納
処
分
の
た
め
差
し
押
さ
え
た
動
産
を
入
札
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

電
化
製
品
、
家
具
、
日
用
品
等
多
数
出
品
！ 

総数 149点

　
南
筑
後
地
区 

県
・
市
町
合
同

公
売
会
を
行
い
ま
す
。公
売
と
は
、

税
の
滞
納
者
宅
を
捜
索
し
、
差
し

押
さ
え
た
財
産
を
入
札
な
ど
の
方

法
で
売
却
す
る
こ
と
で
す
。
合
同

公
売
会
で
は
、
複
数
の
団
体
の
公

売
を
同
時
に
行
い
ま
す
。

　
購
入
を
希
望
さ
れ
る
人
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝

公
売
会
の
参
加
方
法

　
事
前
の
申
し
込
み
等
は
不
要
で

す
。
当
日
は
、
認
印
（
法
人
の
場

合
は
代
表
者
印
）
と
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
購

入
代
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代

理
人
が
入
札
す
る
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
未
成
年
者
の
入
札
に
は
参
加
制

限
が
あ
り
ま
す
。

⃝

注
意
事
項

▽
滞
納
税
の
完
納
等
に
よ
り
、
出

品
が
中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▽
ブ
ラ
ン
ド
名
や
作
者
名
、
焼
き

物
の
名
称
等
の
記
載
は
、
本
物
で

あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
電
化
製
品
等
に
つ
い
て
も
、

動
作
や
品
質
を
保
証
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
出
品
物
は
、
未
使
用
で
あ
っ
て

も
中
古
品
扱
い
と
し
ま
す
。
経
年

劣
化
や
汚
れ
、
傷
等
が
あ
る
物
件

も
あ
り
ま
す
。
現
物
を
よ
く
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▽
公
売
物
件
の
見
積
価
額
（
最
低

公
売
価
格
）
は
、
低
く
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
返
品
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
よ
く
現
物
を
確
認
し
、
注

意
事
項
を
納
得
の
う
え
、
入
札
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ

▽
大
牟
田
市
役
所
納
税
課

（
☎
０
９
４
４
・
４
１
・
２
６
０
０
）

▽
広
川
町
役
場
税
務
課

（
☎
０
９
４
３
・
３
２
・
１
１
１
４
）

▽
柳
川
市
役
所
税
務
課

（
☎
０
９
４
4
・
７
７
・
８
４
６
３
）

◉
日
時
＝　

  

月  　

日
土　
　

時  　

分
開
場

◉
場
所
＝
広
川
町
産
業
展
示
会
館

　
　
　
　
（
広
川
町
日
吉
１
１
６
４
番
地
６
）

◉
入
札
時
間
＝
13
時
30
分
～
14
時

12
15

13
00

◦
社
会
的
に
厳
し
い
罰
則
！

　

飲
酒
運
転
は
懲
役
ま
た
は
罰
金

等
の
厳
し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、
会
社
の
解
雇
や
家

族
へ
の
影
響
な
ど
、
社
会
的
・
経

済
的
に
も
制
裁
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◦
運
転
者
以
外
に
も
厳
し
い
罰
則

　

運
転
者
以
外
に
も
、
酒
類
の
提

供
や
車
両
の
提
供
、
飲
酒
運
転
車

両
へ
の
同
乗
な
ど
の
行
為
に
は
、

厳
し
い
罰
則
が
科
さ
れ
ま
す
。

◦
飲
ん
だ
翌
日
の
運
転
に
注
意
！

　

飲
み
過
ぎ
る
と
翌
朝
に
な
っ
て

も
処
理
し
き
れ
な
い
ア
ル
コ
ー
ル

が
体
内
に
残
り
ま
す
。
二
日
酔
い

の
状
態
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
れ
ば
飲

酒
運
転
に
な
り
ま
す
。

◦
飲
む
前
に
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

を
決
め
よ
う

　

忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
、
酒
を

飲
む
宴
席
の
前
に
は
、
お
酒
を
飲

ま
ず
友
人
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け

る
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
」
を
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
見
た
。
聞
い
た
。」、
飲
酒
運
転

に
関
す
る
情
報
は
す
ぐ
に
１
１
０

番
！

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生

活
安
全
係
（
☎
２
４・８
１
４
６
）

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
！ 

さ
せ
な
い
！ 

許
さ
な
い
！

そ
し
て
見
逃
さ
な
い
！
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
20
世
紀
は
戦
争
の
世
紀
と
も
言
わ
れ
、

二
度
の
世
界
大
戦
を
は
じ
め
と
す
る
戦

争
に
よ
り
、
多
く
の
人
の
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
世
界
の
国
々
は
こ
の
反
省
か

ら
、
安
全
保
障
や
経
済
、
社
会
な
ど
の

国
際
協
力
を
目
的
と
し
た
組
織
、
国
際

連
合
を
設
立
し
ま
す
。
そ
こ
で
、「
世
界

の
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
世
界

各
国
が
協
力
し
て
人
権
を
守
る
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
採
択

さ
れ
た
の
が
世
界
人
権
宣
言
で
す
。

　
世
界
人
権
宣
言
に
は
、
法
的
な
拘
束

力
も
罰
則
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
宣
言
が
う
た
う
、
人
間
の
尊
厳
を

守
る
こ
と
や
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
た

め
の
権
利
、
自
由
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
現
実
の
も
の
に
す
る
た
め
に
、
国
際

人
権
規
約
や
人
種
差
別
撤
廃
条
約
、
女

性
差
別
撤
廃
条
約
、
子
ど
も
の
権
利
条

約
な
ど
多
く
の
国
際
条
約
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、日
本
を
含
む
多
く
の
国
々

の
憲
法
や
法
律
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
な

ど
、
世
界
中
の
人
権
擁
護
、
差
別
撤
廃

の
取
り
組
み
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
国
連
で
は
、
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
国
に
人
権
啓
発

の
た
め
の
行
事
を
行
う
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
で

も
12
月
４
日
か
ら
10
日
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
各
地
で
人
権
啓
発
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
八
女
市
で

行
わ
れ
る
「
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
八
女
」

や
街
頭
啓
発
な
ど
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
八
女
市
で
は
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
の
た
め
「
か
け
が
え
の
な
い

命
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」を
目
標
に
、「
八

女
市
人
権
施
策
基
本
指
針
」
を
策
定
し
、

街
頭
啓
発
や
講
演
会
、
人
権
啓
発
な
ど

で
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
八
女
市
人
権
学
習
指
導
資

料
を
作
成
し
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
人
権
教
育
の
取
り
組
み
も
行
っ

て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
人
権
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

の
空
気
の
よ
う
な
存
在
で
、
当
た
り
前

に
あ
る
も
の
と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か

し
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
戦
争
を
は

じ
め
と
す
る
人
権
侵
害
が
横
行
す
る
中
、

人
権
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
先
人
た
ち
の

苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ず
に
い
た

い
も
の
で
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
人
権

の
主
体
者
と
し
て
、
自
分
や
相
手
の
人

権
を
意
識
し
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
人
権
を
次

の
世
代
へ
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

世
界
人
権
宣
言
70
周
年

人
が
持
つ
権
利
に
つ
い
て
考
え
よ
う

私
た
ち
と
人
権

　
「
全
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い

て
平
等
で
あ
る
」
こ
の
一
文
は
、世
界
人
権
宣
言
の
第
一
条
に
う
た
わ
れ
て
い
る
条
文
で
す
。

　
世
界
人
権
宣
言
は
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
基
本
的
人
権
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
初
め
て
国
際
的
に
認
め
た
宣
言
で
、
１
９
４
８
年
12
月
10
日
の
国
際
連
合
の

第
３
回
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
人
権
尊
重
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、

私
た
ち
の
生
活
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

世
界
人
権
宣
言
が
で
き
る
ま
で

選
択
の
意
義

八
女
市
の
取
り
組
み

　市立図書館本館では、12 月
1日㈯～ 16 日㈰まで、世界人
権宣言採択 70 周年コーナーを
設置します。（月曜休館）
◦開館時間＝平日 10 時～ 20
時、土日祝 10 時～ 18 時

八女市立図書館

世界人権宣言採択
70周年コーナー

子どもから大人まで、人権
や権利について学べる本を
用意しています。

▲地域の商業施設にて街頭啓発
を行いました。

▲人権セミナー八女で、身近な
　人権問題について学ぶ参加者。
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422

平成31 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

　奄美大島の東側、東経 130 度
線上に浮かぶ隆起サンゴ礁の島で
す。年平均 2㎜という世界でも屈
指の隆起スピードを持つおかげで、

土壌には海由来のミネラル分が豊富に含まれています。サトウ
キビをはじめ生産量日本一を誇る白ゴマ、マンゴーやパッショ
ンフルーツなど良質でおいしい農作物が栽培されています。

鹿児島県 喜界町

◦喜界町の見どころ
国内最大級の蝶「オオゴマダラ」（右写
真）や 2 千㌔以上も移動する美しい渡
り蝶「アサギマダラ」などの蝶が多く飛
び交う「蝶の楽園」でもあります。
豊かな大地の上で「自然と人がともに
暮らす」･･････ 喜界島には日本の原風景が残っています。
◦イベント「第 5 回東経 130 度喜界島マラソン」
　隆起サンゴ礁の島で美しい海を眼下に見ながら、のどかな
空気の中フルマラソン（42.195㎞）を走ってみませんか？
日にち＝ 4月21日㈰※ http://kikaijimamarathon.amamin.jp/
◦問い合わせ＝喜界島マラソン実行委員会（喜界町役場企画
観光課内）☎ 0997・65・3683

シリーズ企画「美しい村探訪～九州・沖縄～」④
星野村は、「日本で最も美しい村」連合に加盟してい
ます。連合では、地域資源（景観・文化・環境）の
保護を通じ、美しい村のブランド価値を高め、農山村
の自立・発展を促す諸活動を推進しています。

キリトリセン

　黒木の冬の風物詩、冬の田代路におしろい
を塗って扮装した奴姿の男衆たちが大名行列
を従えて、ユーモアたっぷりに練り歩きます。
今年は上田代の氏子の皆さんが担当します。
◦期日＝12月8日㈯
◦時間＝▽打ちはじめ13時～ 
　　　  ▽大名行列13時30分ごろ～
◦場所＝黒木町田代・上田代公民館～（太鼓
打ち）上田代～八龍神社（大名行列）
◦問い合わせ＝文化振興課（☎２４・８１６３）

田
代
の
風
流

福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

12/8
㈯

【三河小学校へ】三河校区運動会実行委員会
実行委員長　松延溥之＝長机６脚

【忠見小学校へ】公益社団法人日本一輪車協会会長 
田中壮一郎（㈶日本宝くじ協会の助成による）　＝
一輪車 10 台

【八女市子育て支援総合施設やめっこ未来館へ】
西唐人町町内会＝餅つき用臼と杵等

寄附のお礼　※敬称略

12月1日・15日
合併号のお知らせ

　昨年に引き続き、「広報八女」12 月 1日
号と15 日号は合併号になり、12 月15 日号
の発行はありません。必要な情報について
は、今回および 1 月1日号に掲載しますの
でご了承ください。八女市ホームページや
防災ラジオでも情報を発信しています。
◦問い合わせ＝企画政策課秘書広報係

（☎ 23・1110）
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消費生活
そうだん

㊽

事
例
１
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

　

自
宅
に
電
話
で
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
入
場
券
4
人
分
を
入
手
し
た
の
で
料

金
を
振
り
込
む
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。

頼
ん
だ
覚
え
は
な
い
の
で
、
注
文
し
た
人

の
氏
名
を
言
う
よ
う
求
め
る
と
「
個
人
情

報
な
の
で
言
え
な
い
」
と
言
わ
れ
電
話
を

切
ら
れ
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
2
年
後
に
控

え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
悪
質
商
法
が

す
で
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
次
の

よ
う
な
手
口
の
悪
質
商
法
が
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

◦
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
当
選

し
ま
し
た
！
参
加
す
る
た
め
に
保
証
金
を

支
払
っ
て
く
だ
さ
い

◦
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
グ
ッ
ズ
が
割
安
で

購
入
で
き
ま
す

◦
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
営
資
金
の
た
め
の
寄

付
を
募
っ
て
い
ま
す

　

と
い
う
よ
う
な
悪
質
商
法
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
巧
妙
で
悪
質
な
手

口
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
例
２
「
新
元
号
制
定
」

　

電
話
で
『
天
皇
陛
下
の
写
真
集
を
購

入
し
な
い
か
』
と
勧
誘
さ
れ
た
。
天
皇
陛

イ
ベ
ン
ト
便
乗
商
法
に
注
意
！

下
が
退
位
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
機
会
を
逃

す
と
購
入
で
き
な
い
と
思
っ
た
の
で
、
購

入
す
る
と
返
事
し
て
し
ま
っ
た
が
、
4
万

円
は
高
額
な
の
で
解
約
し
た
い
。

　

皇
室
関
連
の
商
品
購
入
の
勧
誘
に
つ
い

て
の
相
談
は
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
平
成
の
時
代
を
後
世
に
残
す
こ
と

を
う
た
っ
た
商
品
購
入
の
勧
誘
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

事
例
３
「
叙
勲
・
褒
章
」

　

叙
勲
な
ど
国
か
ら
表
彰
を
さ
れ
た
方
へ

の
「
自
分
史
年
表
作
成
」
や
「
紳
士
録
へ

の
登
録
」
な
ど
と
い
っ
た
便
乗
商
法
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
料
金
も
か
な
り
高
額
に

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
契
約

は
慎
重
に
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
で
し
て
し
ま
っ

た
契
約
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た

こ
と
を
記
載
し
た
契
約
書
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
8
日
間
は
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
無

条
件
解
約
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

平
日
８
時

30
分
～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支

所
で
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
☎

４
２・１
１
１
１
）

　
　自
然歩道

の普及啓発

豊
作
に
今
年
も
稲
穂
重
く
垂
れ田

中
サ
ト
リ

葛
か
ず
ら
覆
ふ
峡
の
家
人
も
な
く

牛
島
　
景
子

扉
を
閉
ざ
す
麹
部
屋
な
り
今
年
酒

堤
　
多
鶴
子

身
に
入
む
や
三
軒
毎
の
空
屋
敷中

川
原
篤
子

末
枯
の
萩
は
ば
っ
さ
り
切
ら
れ
け
り

井
上
ト
シ
子

八
女
紫
苑
句
会

捨
て
る
よ
り
置
き
替
え
だ
け
の
夜
な
べ
か
な

倉
ノ
下
和
代 

今
年
ま
た
律
義
に
紅
し
彼
岸
花荒

川
ミ
ヤ
子

歳
時
記
を
め
く
り
て
す
ご
す
秋
夜
長

中
村
　
境
子

阿
蘇
の
野
や
や
は
り
似
合
ひ
の
吾
亦
紅

大
坪
　
延
子

終
活
と
断
捨
離
兼
ね
る
秋
夜
長城

後
　
正
子

秋
天
を
突
き
射
す
如
く
タ
ワ
ー
塔

大
坪
　
清
香

上
陽
町
　
陽
泉
俳
句
会

国
民
的
行
事
が
話
題
に
な
る
と
、
そ
れ
に
便
乗

し
た
悪
質
商
法
や
詐
欺
が
発
生
し
ま
す
。

秋
色
を
孫
結
納
や
日
本
晴

吉
泉
　
守
峰

14

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 30.12）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

山登りとの出会いは昭和50年の
万年山バスツアー。以来、山の魅
力に惹かれて全国各地の名山に
登頂。多い時には自身の楽しみは
もちろん、ガイドや整備活動で週
３回程山に出かけられ、元気に山
を楽しまれています。

　
自
然
歩
道
の
普
及
啓
発
の
顕
著
な

功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
環
境
省
の
「
自

然
歩
道
関
係
功
労
者
」
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
村
上
さ
ん
。
山
と
自
然
を
愛
し

40
年
余
り
に
わ
た
っ
て
登
山
を
楽
し

む
一
方
で
、
カ
ラ
迫
岳
の
自
然
歩
道
の

安
全
に
目
を
配
り
、
草
刈
り
や
整
備
、

登
山
案
内
等
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
（
黒
木
地

域
）・
九
州
オ
ル
レ
八
女
コ
ー
ス
（
八

女
地
域
）
の
ガ
イ
ド
、
観
光
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
昭
和
63
年
に
カ
ラ
迫
岳
（
１
０
０
６

㍍
）
が
村
内
最
高
峰
だ
と
分
か
り
、

『
村
に
も
１
０
０
０
㍍
以
上
の
山
が
あ

る
こ
と
を
自
慢
し
よ
う
』
と
い
う
気
運

が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

自
然
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
温
泉
や

宿
泊
施
設
等
も
で
き
『
山
の
観
光
』
が

形
に
な
っ
た
平
成
13
年
に
、
カ
ラ
迫
岳

の
案
内
を
し
た
こ
と
が
現
在
の
活
動
の

原
点
で
す
。

　

カ
ラ
迫
岳
は
金
山
跡
で
、
縦
穴
横
穴

な
ど
危
険
な
場
所
が
あ
り
、
昔
か
ら
立

入
禁
止
の
地
で
し
た
。
お
か
げ
で
、
落

葉
樹
や
高
山
植
物
な
ど
手
つ
か
ず
の

自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
に
久
留
米
岳
遊
会
の
協

力
で
カ
ラ
迫
岳
の
『
第
1
回
山
開
き
』

を
行
い
、
平
成
18
年
か
ら
は
地
元
の
皆

さ
ん
に
『
山
開
き
』
を
主
催
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
遊
歩
道
整
備

も
地
元
主
体
で
行
っ
て
い
た
だ
き
、
今

で
は
、
自
分
が
で
き
る
範
囲
の
作
業
と

危
険
な
場
所
の
報
告
な
ど
が
活
動
の

中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
オ
ル
レ
の
ガ
イ

ド
を
通
じ
て
、
お
礼
や
問
い
合
わ
せ
の

手
紙
を
い
た
だ
い
た
り
、
山
頂
の
記
録

ノ
ー
ト
へ
書
き
込
み
が
あ
っ
た
り
す
る

こ
と
が
活
動
の
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
私
一
人
の
活
動
で

は
な
く
、
地
元
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

匿
名
で
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆

さ
ん
や
登
山
者
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
て

の
受
賞
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
　自
然歩道

の普及啓発　

自
然
遊
歩
道
の
守
人　
　

 
村
上 
喜
美
子
さ
ん
（
星
野
村
）

117

活動
に環境省表彰

12月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
上陽分館 ☎54・3131
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

幼児～小学生の皆さん対象です♪
♥本館＝1日、8日、15日、22日
※いずれも土曜14時～
おはなしコーナー
♥黒木分館＝1日㈯10時30分～
おはなしコーナー

12月のおはなし会

12月のあかちゃんおはなし会
0 ～ 2歳くらいの赤ちゃん対象です♪
♥本館＝2日㈰、15日㈯11時～ 
2階研修室
♥黒木分館＝22日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

　
弦
楽
器
の
美
し
い
音
色

と
ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
し
い
お

話
し
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
♪
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
12
月
15
日
㈯

10
時
30
分
～

◦
場
所
＝
黒
木
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
の
里
」

多
目
的
ホ
ー
ル

◦
出
演
＝
ひ
だ
ま
り
カ
ル

テ
ッ
ト
さ
ん
・
お
は
な
し

チ
ャ
チ
ャ
茶
さ
ん

（
事
前
申
込
・
参
加
費
不
要
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
分
館

（
☎
４
２
・
０
０
４
０
）

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝・休日、館内整理日  
3㈪、10㈪、17㈪、23㈷、24㈪、12/28～1/4

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
3㈪、10㈪、17㈪、24㈪、12/28～1/4

図書館の休館日
12月

《黒木分館の休館日》※火曜、祝・休日、館内整理日
4㈫、11㈫、18㈫、23㈷、25㈫,12/28～1/4

✿年末年始12/28 ～１/4は休館✿
　館内整理日は28日㈮

★ありがとうございます★
　八女市高塚の
山下雄二郎さん
（98歳）から手
作り竹笛をいた
だきました。「ご
自由におとりく
ださい」とカウ
ンターに置いておくと、子どもから大人
まで、喜んでもらって帰られ、あっとい
う間になくなります。
　八女市立図書館は、今年もたくさんの
皆さまに支えられた1年でした。いつも
お花や手作りの小物を、利用者のために
と差し入れていただく方、その他いろん
な面で図書館を応援していただいた方、
今年も1年ありがとうございました。来
年もよろしくお願いします。

竹笛を手にする山下さん
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

大
韓
民
国
巨コ
ジ
ェ済
市
と
交
流
事
業

　
徐
福
伝
説
が
ゆ
か
り
と
な
っ
て
姉
妹
都
市
締
結
を
し

て
い
る
大
韓
民
国
巨
済
市
長
・
市
議
会
議
長
ほ
か
９
人

の
公
式
訪
問
団
が
11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
に
八
女
市
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
歓
迎
式
・
意
見
交
換
会
で
三
田
村
市
長
は
「
こ
れ
ま

で
行
政
・
市
議
会
・
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流

を
深
め
て
き
た
。
今
後
も
観
光
や
文
化
・
産
業
な
ど
の

分
野
で
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
交
え
、
両
市
の
関
係
を

深
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
竹
資
源
を
使
っ
た
産
業
創
出
、

農
業
後
継
者
育
成
、
八
女
市
の
教
育
の
現
状
、
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
一
行
は
滞
在
中

に
、
八
女
福
島
の

白
壁
の
町
並
み
や

岩
戸
山
歴
史
文
化

交
流
館
「
い
わ
い

の
郷
」
な
ど
の
施

設
、「
星
の
ま
つ
り・

九
州
和
太
鼓
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
上

陽
ま
つ
り
・
全
国

き
ん
ま
選
手
権
大

会
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
11
月
９
日
㈮
、
八
女
市
と
福
岡

中
央
銀
行
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源

を
有
効
活
用
し
八
女
市
の
経
済
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
地

方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
福
岡
中
央
銀

行
は
、
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
う
人
や
空
き
家
の
解
体
・
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
人
に
特
別
金
利

を
適
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
11
月
14

日
㈬
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
連
携
協
定
に
よ
り
、
金
融
機

関
の
持
つ
企
業
支
援
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
専
門
性
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を

よ
り
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。

岡
中
央
銀
行
と
連
携
協
定
を
締
結

福
　
11
月
10
日
㈯
、
八
女
市
横
町

町
家
交
流
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
施
設
は
八
女
福
島
観

光
協
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運

営
す
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
に
常

設
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

白
壁
の
町
並
み
の
情
報
発
信
地
と

し
て
、
ま
た
市
民
や
観
光
客
の
憩

い
の
場
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

フ
ェ
を
常
設
し
、
町
家
の
魅
力
を
発
信

カ

　
黒
木
町
笠
原
の
鰐
八
地
区
に
伝
わ
る
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
「
旭
座
人
形
芝
居
」
本
公
演
が

11
月
３
日
㈷
、
旭
座
人
形
芝
居
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
明
治
５
年
ご
ろ
、
同
地
区
に
操

り
の
名
人
が
現
れ
、
祝
い
の
席
な
ど
で
徳
利
な
ど

を
人
形
に
見
立
て
浄
瑠
璃
に
あ
わ
せ
て
操
っ
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
演
は
三
味
線
に

合
わ
せ
て
舞
い
踊
る
「
寿
式
三
番
叟
」
に
始
ま
り
、

黒
木
小
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
児
童
が
演
じ
る
「
傾

城
阿
波
の
鳴
門
」
巡
礼
歌
の
段
、
保
存
会
に
よ
る

「
絵
本
太
功
記
」
十
段
目
尼
ヶ
崎
の
段
が
上
演
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
見
物
客
が
来
場
し
、

巧
み
な
人
形
遣
い
と
情
感
あ
ふ
れ
る
熱
演
に
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

感
あ
ふ
れ
る
人
形
芝
居

情



広報八女 2018.12.1/15合併号17

いっぱい「きんま」を引いて
　八女上陽まつりが 11 月 10 日㈯・11 日㈰、春の山
公園でありました。10 日にはジュニアきんまレースが
あり、70 チームの子どもたちがきんまレースに挑戦。
11 日は全日本きんま選手権大会があり、一般の部 26
チーム、レディースの部 18 チームがスピードと技と
パフォーマンスを競い合いました。レディースの部で
は、「おごちゃり」が、一般の部では「井上道場（オ
ヤサイマフィア）」が優勝しました。両日とも天候に
恵まれ、歓声と笑い声に包まれて、にぎやかにレース
が行われました。

【一般の部】①井上道場（オヤサイマフィア）② KSK 
TEACHERS ③ GODZILLA

【レディースの部】①おごちゃり② Toy Story ③
COLOR

【パフォーマンス大賞】 TEAM ☆ ISONOSAN
【ジュニアきんま】［小 4 以下の部］①井上道場弟弟
子チーム②新星隆雄③隆雄スケッツ

［小６以下の部］①北野小コスモス②井上道場兄弟子
チーム③八女相撲クラブ横綱チーム

力

相撲さんは力持ちだなー
　八女くろぎふるさと祭り
が11月４日㈰、駅跡イベ
ント広場でありました。今
年も恒例の東関部屋が来
場。子ども力士とのぶつか
り稽古や豪快な餅つきなど
で会場を盛り上げました。
人気の振分親方（元小結
高見盛関）たちがステージ
で行うもちまきでは、たく
さんの人だかりができていました。また、同部屋のちゃ
んこ鍋も振る舞われ、多くの人が列をなしていました。
その他ステージパフォーマンスや体育センターでの木
育広場、ヤマメのつかみ取り、昔懐かしのボンネット
バス町内周遊、物産展など、会場では様々な催しが行
われ、さわやかな秋晴れの中、訪れた人たちはイベン
トを楽しんでいました。

お

文
化
活
動
の
成
果
を
発
表

　
11
月
２
日
㈮
～
15
日
㈭
、
く
ろ
ぎ
文
化
祭
（
黒

木
文
化
連
盟
主
催
）
が
行
わ
れ
、
絵
画
や
書
、
写

真
な
ど
各
部
員
の
作
品
展
示
や
舞
踊
、
民
謡
、
吟

詠
な
ど
の
芸
能
大
会
、
茶
道
部
に
よ
る
お
茶
会
な

ど
が
黒
木
体
育
館
、ふ
じ
の
里
、黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
４
日
㈰
に
は
、
学
び
の
館
忍
月
邸
で
、
楠

の
実
句
会
（
黒
木
）、
立
花
俳
句
会
（
立
花
）、
陽

泉
俳
句
会
（
上
陽
）
の
三
地
区
合
同
俳
句
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
特
選
】

仏
塔
の
相
輪
の
上
鰯
雲
　
　
　
　
　  

寺
田
　
睦
子

長
き
夜
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
開
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

西
島
志
乃
芙

重
ね
著
て
ペ
タ
ン
ク
競
技
弾
み
け
り   

西
島
志
乃
芙

【
佳
作
】

秋
入
日
風
紋
動
く
砂
丘
か
な
　
　
　  

寺
田
　
睦
子

再
縁
の
不
思
議
あ
な
た
と
菊
の
酒
　  

寺
田
　
睦
子

秋
の
水
色
鯉
あ
ま
た
蔵
通
り
　
　
　 

青
木
　
早
弓

美
術
展
釈
文
書
き
て
小
筆
擱
く
　
　  

西
島
志
乃
芙

秋
の
夜
や
絵
本
き
の
う
の
続
き
よ
り   

大
坪
　
延
子

屋
根
伝
ひ
猿
現
れ
て
柿
喰
ら
ふ
　
　   

松
尾
ア
サ
子

新
海
苔
や
有
明
よ
り
の
香
り
便
　
　  

松
尾
満
留
美

【
入
選
】（
重
複
受
賞
者
を
除
く
）

萩
の
花
風
が
道
草
し
て
零
す
　
　
　
荒
川
ミ
ヤ
子

仙
人
掌
の
主
待
ち
つ
つ
咲
き
に
け
り
　
中
村
テ
ル
ヨ

皀
角
子
の
実
の
か
ら
ん
だ
り
捩
れ
た
り   

城
後
　
正
子

飛
機
の
雲
く
ず
れ
て
や
が
て
鰯
雲
　   

大
坪
　
清
香

コ
ス
モ
ス
の
道
い
そ
い
そ
と
美
容
院
　
野
崎
万
智
子

鍬
の
柄
に
止
ま
り
て
鵙
の
声
荒
し
　   

倉
ノ
下
和
代
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八女黒木路を１,１２５人が力走
　第31回奥八女黒木ハーフマラソンが11月11日㈰、
黒木支所多目的広場を発着点として行われました。当
日は９歳から84歳までの1,125人が参加しました。選
手は、地元の皆さんの声援を受けながら、秋晴れのも
と、奥八女黒木の鮮やかな紅葉の中を走り抜けました。
結果は次のとおりです。（敬称略）
⃝ハーフ男子①森本幸司(熊本県菊池郡菊陽町 )②
小野智之（朝倉郡筑前町）③樋口直樹（うきは市）⃝ハー
フ女子①古賀貴美子(佐賀県鳥栖市 )②内野美里子
（熊本県阿蘇市）③野上良子（福岡市）⃝１０キロ男
子①渡辺暁雄(熊本県山鹿市 )②中村泰二（朝倉郡
筑前町）③村田智哉（久留米市）⃝１０キロ女子①園
田聖子(糟屋郡篠栗町 )②野田沙也加（大野城市）
③大村奈実希（鞍手郡鞍手町）⃝５キロ男子①関真
志(佐賀県伊万里市 )②大村友希（鞍手郡鞍手町）
③川邉和太郎（筑紫野市）⃝５キロ女子①大森奏歩(大
野城市 )②楠田美紀（熊本県玉名郡長洲町）③古賀
蒼彩（久留米市）

奥

部地域の連帯強める体育祭
　10 月 21日㈰、さわやかな秋晴れの中、矢部地域
で体育祭が開催されました。
　市町村合併後は、スポーツ交流事業として、健康
づくりのみならず、地域の和を広げる出会いの場とし
て矢部地域づくり協議会が主催しています。
　当日は、矢部地域内の 6 行政区対抗競技や、矢部小・
中学校、社会福祉協議会矢部支所による競技、矢部
保育園による鼓笛隊など多彩な内容で盛り上がり、地
域の連帯感を強める良いきっかけになりました。

矢

道のお守りに反射たすきを
　八女地区安全運転運行管理者協議会（福島成孝会
長）は 11 月 8 日㈭、反射材付きタスキ２千本を八女
市に寄贈しました。今年は、ディズニーキャラクター
の模様が入ったタスキ 4 種類が寄贈され「お年寄り
だけではなく、若い世代や子どもたちにも、地域の安
全と安心のために使ってください」と福島会長から三
田村市長へ目録と反射材付きタスキが渡されました。
市長は「市民の交通安全のために使わせていただき
ます」とお礼を述べました。タスキは、防災安全課
生活安全係（☎２４・８１４６）または各支所総務課
で希望する市民の皆さんに配布します。数に限りがあ
りますので、早めにお受け取りください。
　なお、ディズニーキャラクター入りの反射材付きタ
スキは 12 月中旬以降から配布できる予定です。

夜

島内蔵助翁に感謝して
　10 月 17 日㈬、中島
内蔵助翁の遺徳をしの
ぶ「中島内蔵助翁墓前
感謝祭（中島内蔵助翁
顕彰会主催）」が行われ
ました。翁は江戸時代
初期の庄屋で、土地改
良や干拓水利に励み農家の福利増進に努められまし
た。特に山の井井堰築堤に際しては、自ら人柱となっ
て工事を成功させたという逸話「左結びの緒の草履」
は今でも山の井川流域に伝えられています。
　この日は、翁の威徳を顕彰した墓前際のほか、長
峰小学校生徒による「左結びの緒の草履」の紙芝居
発表、奉納相撲などが行われました。

中
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がれ笑顔の花、人権の花運動
　人権の花運動として、福島小学校・忠見小学校の3
年生がひまわりの花を育てました。地域の人権擁護委
員の指導のもと、5月に種まきをして大事に育てまし
た。10月には収穫した種を風船につけ手紙をそえて大
空に飛ばしました。
　ひまわりの花を育てることを通して、みんなで協力
すること、思いやりの心や命の大切さを学びとること
ができました。収穫した種は12月8日のスマイルフェ
スタ八女2018でも配布される予定です。

広

里に響く和太鼓の響き
　八女星のまつりが 11 月10 日㈯・11日㈰星のふる
さと公園で開催されました。10 日は地元の皆さんの
太鼓や踊り・歌などでにぎわいました。11日は九州和
太鼓フェスティバルが行われ、九州各地および東京
都から集結した 9 団体によりにぎやかに華やかに、和
太鼓の演奏とパフォーマンスが繰り広げられました。
両日とも八女伝統本玉露を使った玉露の淹れ方講座
があり、参加者は日本茶インストラクターの指導によ
りおいしい玉露を淹れて味わっていました。木工体験
や抹茶の石挽き体験、バザーなどもにぎわい、来場
者は山里の秋を楽しんでいました。

山 本繁二郎画伯をたたえて
　坂本繁二郎画伯を
たたえる第 43 回帰
居祭が 11 月 3 日㈷
八女公園の坂本繁二
郎画伯寿像前で開催
されました。八女文
化連盟会員による献
茶、献吟、献曲があ
り、参加者全員で献花をしました。児童・生徒を代表して、
伊藤優希さん（長峰小 6 年）・樋口華南さん（南中 3 年）・
池田遼馬さん（八女農高 2 年）が、画伯の絵にふれた
感動や画伯の生き方から学んだことなどを発表しました。
最後に八女市観光大使の岩﨑記代子さんの指導により、
母の像などの歌を全員で合唱しました。

◦「帰居祭」を前に
三河小児童がアトリ
エ跡地を清掃
　帰居祭を前に 10
月29日㈪、坂本繁
二郎アトリエ跡を地
元の三河小学校 5
年生 33 人が清掃し
ました。「画伯はすごい人。三河小学校がお掃除させ
てもらえるのがうれしい」と子どもたち。落葉を掃いて
草を取って、アトリエ跡はすっかりきれいになりました。

坂

火災呼びかけ15年
　毎月1日と15 日に地域内の防犯・防火を呼びかけ
ている「白土夜廻り隊（立花町）」の活動が 11 月1日
㈭に 16 年目を迎えました。最盛期には毎回 10 人程度
が参加し「戸締り用心、火の用心」と呼びかけていま
したが、現在は 2 人での活動となっています。
　この日は地元住民や消防団・警察署員など約 20 人
で地域内を巡回しました。代表の田中さんは「平成 15
年の活動開始以来、地区内では建物火災が 1 件も発
生していないのが何よりの自信、私たちもいつまで活
動できるか分からない。活動を継承してくれる若手の
加入を待ち望んでいる」と話されました。

無
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第59回八女市民体育大会　大会結果（敬称略）Sports
剣
道
（
10
月
７
日
／
福
島
中
体
育
館
）

▼
小
学
生
団
体
①
黒
木
西
道
場
②
大
渕

道
場
③
三
河
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
、
光
友

道
場
▼
小
学
２
年
生
以
下
①
中
島
将
希

（
上
陽
）
②
堀
田
煌
士
郎
（
八
女
）
③

宮
園
蓮
花
（
黒
木
）、
幸
喜
偉
王
理
（
上

陽
）
▼
小
学
３
年
生
①
中
村
銀
靖
（
三

河
）
②
宮
園
晟
未
（
黒
木
西
）
③
吉
原

愛
騎
（
同
）、
池
田
光
来
（
同
）
▼
小
学

４
年
生
①
中
村
太
一
（
上
陽
）
②
橋
村

優
一
（
黒
木
）
③
木
下
慶
士
郎
（
八
女
）、

内
藤
隆
也
（
木
屋
）
▼
小
学
５
年
生
①

中
島
蒼
葵
（
三
河
）
②
坂
本
愛
唯
（
黒

木
西
）
③
原
聖
（
八
女
）、
田
中
絢
（
大

渕
）
▼
小
学
６
年
生
①
馬
渡
叶
大
（
木

屋
）
②
寺
﨑
嵩
友
（
上
陽
）
③
大
籐
悠

希
（
八
女
）、
井
手
逞
仁
（
黒
木
）
▼
中

学
１
年
生（
男
子
）①
寺
﨑
稜
央（
上
陽
）

②
御
手
洗
優
人
（
同
）
③
浅
田
叡
杜
（
福

島
）、川
田
莉
生（
同
）▼
中
学
２
年
生（
男

子
）
①
赤
司
瑞
京
（
上
陽
）
②
大
塚
明

寛（
同
）③
佐
野
楓（
同
）、中
川
陽
太（
同
）

▼
中
学
生
（
女
子
）
①
金
納
理
音
（
上

陽
）
②
古
川
亜
香
李
（
福
島
）
③
牛
島

悠
（
同
）、
森
美
穂
（
輝
翔
館
）

●
弓
道
（
10
月
７
日
／
八
女
市
弓
道
場
）

▼
競
射
的
（
一
般
）
①
木
下
義
徳
②
川

﨑
美
智
代
③
宮
﨑
礼
寿
▼
点
数
的
①
津

江
野
京
子
②
川
﨑
美
智
代
③
松
尾
恵
一

●
野
球
（
10
月
7
日
・
8
日
／
春
の
山

球
場
・
岡
山
球
場
）
▼
小
学
生
①
忠
見

ラ
イ
オ
ン
ズ
②
八
女
嵐
③
川
崎
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
、
長
峰
ク
ラ
ブ

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
10
月
21
日
／
八
女

市
総
合
体
育
館
）
▼
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
Ａ
①
長
峰
ブ
ル
ッ
ク
ス
（
八
女
）

②
蒲
池
（
柳
川
）
▼
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
Ｂ
①Cheers(

広
川
）
②
柳
城

（
柳
川
）

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
10
月
21
日
／

福
島
高
校
）▼
一
般（
男
子
）①
ヘ
ル
タ
ー

ス
ケ
ル
タ
ー
②
サ
ン
セ
ッ
ト
③
桜
花
台

▼
一
般
（
女
子
）
①
か
ぐ
や
②
福
島
高

校
③
八
女
学
院
高
校

●
少
年
サ
ッ
カ
ー
（
９
月
15
・
16
日
／

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
八
女
）①
旭
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
鳥
栖
市
）
②
Ｆ
Ｃ

広
川・Ｊ
（
広
川
町
）
③
八
女
Ｆ
Ｃ
（
八

女
市
）
▼
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
①
下
広

川
Ｓ
Ｓ
Ｃ
（
広
川
町
）

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
10
月
14
日
・
21
日

／
桜
公
園
運
動
広
場
）
▼
20
歳
以
上
フ

リ
ー
①
オ
ア
シ
ス
②
ワ
ン
ピ
ー
ス
③
上

陽
バ
カ
ボ
ン
ズ
▼
４
０
０
歳
以
上
①
吉

田
ク
ラ
ブ
②
Ｈ
Ｋ
ク
ラ
ブ
③
豊
福
チ
ー

ム●
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
10
月
７
日
／
宮
野

公
園
お
よ
び
矢
部
川
ろ
ま
ん
ロ
ー
ド
）

▼
３
㎞
マ
ラ
ソ
ン
（
男
子
）
①
坂
本
澄

博
②
小
畠
哲
③
大
坪
秀
隆
▼
３
㎞
マ
ラ

ソ
ン
（
女
子
）
①
田
中
リ
リ
カ
②
河
野

文
子
③
塩
塚
美
恵
子
▼
６
㎞
マ
ラ
ソ
ン

（
男
子
）
①
松
本
博
②
諸
富
晃
③
隈
本

秀
勝
▼
６
㎞
マ
ラ
ソ
ン
（
女
子
）
①
山

下
サ
ヤ
カ
②
青
木
幸
子
③
小
川
和
子
▼

２
㎞
タ
イ
ム
申
告
①
小
畠
哲
②
青
木
幸

子
③
井
上
伸
一

●
少
林
寺
拳
法
（
10
月
８
日
／
少
林
寺

拳
法
八
女
道
場
）
▼
単
独
演
舞
（
低
学

年
）
最
優
秀
賞 

高
鍋
諒
真
、
優
秀
賞 

池
田
乙
葉
、
敢
闘
賞 

丸
山
純
弥
▼
単
独

演
舞
（
中
学
年
）
最
優
秀
賞 

松
尾
星
明

來
、
優
秀
賞 

大
石
悠
太
、
敢
闘
賞 

武

藤
敬
▼
単
独
演
舞
（
高
学
年
）
最
優
秀

賞 

井
樹
莉
、
優
秀
賞 

江
口
明
里
▼
組

演
舞
（
年
少
低
学
年
）
最
優
秀
賞 

丸
山

純
弥
・
高
鍋
諒
真
▼
組
演
舞
（
高
学
年
）

最
優
秀
賞 

川
口
清
映
子
・
松
尾
星
明
來
、

優
秀
賞 

緒
方
空
虎
・
田
中
藍
衣
、
敢
闘

賞 

武
藤
敬
・
大
石
悠
太
▼
運
用
法
（
年

少
低
学
年
）
最
優
秀
賞 

高
鍋
諒
真
、
優

秀
賞 

丸
山
純
弥
▼
運
用
法
（
年
少
高
学

年
）
最
優
秀
賞 

竹
下
遼
、
優
秀
賞 

大

石
悠
太
、
敢
闘
賞 

松
尾
真
聖
▼
運
用

法
（
年
少
高
学
年
）
最
優
秀
賞 

川
口
清

映
子
、
優
秀
賞 

松
尾
星
明
來
、
敢
闘
賞 

川
口
晶
夕
子

●
テ
ニ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
大
会
／
10
月
７

日
／
八
女
市
庭
球
場
）
▼
一
般
①
隈
本

龍
・
白
山
亮
佑
（
チ
ー
ム
隈
本
）
②
浦

健
史
・
井
上
徳
雄
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
）
▼
初
級

の
部
①
中
村
羽
音
・
本
田
歩
夢
（
八
女

学
院
高
）
②
古
賀
友
裕
・
秋
山
修
一
（
八

女
農
高
）
▼
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
一

般
の
部
）
①
元
村
良
彦
・
濱
田
聡
一
朗

（
チ
ー
ム
隈
本
）
▼
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
初
級
の
部
）①
山
口
将
也・加
藤
輝（
西

短
付
高
）

●
卓
球
（
10
月
８
日
／
八
女
市
総
合
体

育
館
）
▼
中
学
生
ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
）

①
谷
川
輝
・
深
町
優
成
（
立
花
中
）
②

杉
本
偉
琉
・
松
﨑
柊
斗
（
筑
南
中
）
③

月
足
拓
未
・
中
村
龍
翔
（
立
花
中
）、
山

口
泰
輝
・
沖
亮
河
（
八
女
学
院
中
）
▼

中
学
生
ダ
ブ
ル
ス
（
女
子
）
①
平
島
麻

椰
・
高
山
三
紗
規
（
立
花
中
）
②
金
谷

瑠
南・堺
田
由
貴
香（
同
）③
濱
崎
莉
子・

中
村
友
香
（
同
）、
松
﨑
あ
い
・
鵜
木
舞

優（
筑
南
中
）▼
一
般
ダ
ブ
ル
ス（
男
子
）

①
野
中
雅
志
・
原
悠
一
郎
（
八
女
高
校
）

②
松
﨑
義
明
・
樋
口
翔
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

立
花
中
）
③
橋
本
祥
輝
・
高
山
干
唯
徒

（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）、
田
中
航
大
・
濱
崎
義

己（
立
花
中
）▼
一
般
ダ
ブ
ル
ス（
女
子
）

①
谷
川
千
尋
・
豊
島
怜
奈
（
立
花
中
・

八
女
学
院
高
）
②
田
上
晴
菜
・
與
田
帆

夏
（
八
女
学
院
高
）
③
江
口
彩
・
末
﨑

恵
夏
（
八
女
高
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
ダ
ブ

ル
ス
（
男
子
）
①
牧
口
健
次
郎
・
宮
﨑

啓
光
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）
②
岩
尾
昌
子
・

田
中
貴
代
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）
③
大
隈
利

幸
・
大
坪
和
幸
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）、
牧

野
一
生
・
松
﨑
英
二
（
同
）
▼
マ
ス
タ
ー

ズ
ダ
ブ
ル
ス
（
女
子
）
①
川
島
み
ず
や
・

加
藤
直
子
（
黒
木
卓
球
）
②
下
川
保
美・

太
田
黒
邦
子
（
八
女
卓
球
）
③
山
下
芳

子
・
田
中
信
子
（
黒
木
卓
球
）、
松
尾

妙
子
・
穴
見
ミ
ヨ
子
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）

▼
中
学
１
年
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
）
①

牛
島
豪
志
（
立
花
中
）
②
野
澤
弥
真
斗

（
同
）
③
佐
藤
空
知
（
筑
南
中
）、
吉
田

州
弥
（
同
）
▼
中
学
１
年
シ
ン
グ
ル
ス

（
女
子
）
①
松
隈
七
海
（
立
花
中
）
②

濱
崎
莉
子
（
同
）
③
今
村
有
那
（
同
）、

中
島
悠
実
（
筑
南
中
）
▼
中
学
２
年
シ

ン
グ
ル
ス
（
男
子
）
①
谷
川
輝
（
立
花

中
）
②
杉
本
偉
琉
（
筑
南
中
）
③
松
﨑

柊
斗
（
同
）、
武
藤
叶
夢
（
同
）
▼
中

学
２
年
シ
ン
グ
ル
ス
（
女
子
）
①
平
島

麻
椰
（
立
花
中
）
②
高
山
三
紗
規
（
同
）

③
堺
田
由
貴
香
（
同
）、金
谷
瑠
南
（
同
）

▼
一
般
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
）
①
野
中

雅
志
（
八
女
高
校
）
②
西
塔
竜
也
（
フ

レ
ッ
シ
ュ
）
③
高
山
千
唯
徒
（
同
）、
堤

勇
斗
（
八
女
学
院
高
）
▼
一
般
シ
ン
グ

ル
ス
（
女
子
）
①
谷
川
千
尋
（
立
花
中
）

②
田
川
詩
織
（
八
女
学
院
高
）
③
豊
島

怜
奈
（
同
）、
與
田
帆
夏
（
同
）
▼
マ
ス

タ
ー
ズ
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
・
50
～
65

歳
）
①
牧
口
健
次
郎
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）

②
松
﨑
英
二
（
同
）
③
大
隈
利
幸
（
同
）、

大
坪
和
幸
（
同
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ン

グ
ル
ス
（
男
子
・
66
歳
以
上
）
①
西
江

九
州
男
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）
②
森
田
宣

昭
（
黒
木
卓
球
）
③
原
口
高
之
（
サ
ウ

ス
ク
ラ
ブ
）、
下
川
紘
一
（
黒
木
ピ
ン
ポ

ン
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ン
グ
ル
ス
（
女

子・50
～
65
歳
）①
宮
原
久
美
子（
立
花
）

②
小
川
和
子
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）
③
竹

村
千
恵
子
（
同
）、
加
藤
直
子
（
黒
木

卓
球
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ン
グ
ル
ス
（
女

子
・
66
歳
以
上
）
①
井
上
美
幸
（
サ
ウ

ス
ク
ラ
ブ
）②
川
島
み
ず
や（
黒
木
卓
球
）

③
田
中
常
子
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）、
松
尾

妙
子
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
10
月
７
日
・
14
日

／
八
女
市
総
合
体
育
館
）
▼
１
部
①

CIEL

②
ご
め
ん
ね
！
ミ
ル
キ
ー
ズ
③

Reborn

▼
２
部
①ing

②
マ
ー
ヴ
ェ

リ
ッ
ク
③
ホ
イ
ッ
プ

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
11
月
７
日
／

桜
公
園
運
動
広
場
）
①
井
星
朝
治
（
吉

田
ク
ラ
ブ
）②
野
中
義
彦（
広
川
ク
ラ
ブ
）

③
和
田
敏
子
（
八
女
フ
レ
ン
ド
）
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募集職種
（募集人員） 応募資格／業務内容等 受付期間 試験日 提出書類 申込・

問い合わせ

介護給付適正化
職員《１人》

【応募資格】
介護支援専門員の有資格者、
普通自動車免許を有する人

12 月17 日㈪～
1 月18 日㈮

（土日祝日、12 月
29 日～１月３日
除く）
※郵送の場合は
１月18 日㈮必着

2月3日㈰

〈試験会場〉
八女市役所

・申込書
（介護長寿課に
準備）

・資格証明書の
写し

介護長寿課
介護サービ
ス係
☎ 23・2545

介護認定訪問調
査員《１人》

介護長寿課
介護認定係
☎ 23・1353

文化財専門職員
《1 人》

【応募資格】※全てを満たす人
①学芸員の資格を有する人
②発掘現場での文化財調査の
経験がある人
③文化財発掘調査報告書の作
成経験がある人

【業務内容】
整理報告書作成業務、
埋蔵文化財発掘調査業務

1 月 23 日㈬～
2 月 7 日㈭

（土・日・祝日除く）
※郵送の場合は
2 月 7 日㈭必着

2月17日㈰

〈試験会場〉
八女市役所

・申込書（文化
振興課に準備）

・資格証明書の
写し

文化振興課
文化係
☎ 23・1982

地域活動指導員
《若干名》

【業務内容】
青少年の体験活動をとおした
講座・事業などの企画運営等

１月 4 日㈮～
１月18 日㈮

2月3日㈰

〈試験会場〉
おりなす八
女

申込書（社会
教育課に準備）

社会教育課
☎ 23・1318公立公民館長

《若干名》

【業務内容】
公立公民館の講座・事業など
の企画運営、事業および施設
管理などの統括

公立公民館職員
《若干名》

【業務内容】
公立公民館の講座・事業など
の企画運営、事業および施設
管理

総 合 体 育 館（ 八
女市馬場）勤務職
員《若干名》

【業務内容】
体育施設利用受付、体育施設
の維持管理、スポーツ大会の
運営支援等 １月 23 日㈬～

2 月 7 日㈭
（月曜を除く）

２月17日㈰

〈試験会場〉
八女市役所

申込書（総合
体育館に準備）

スポーツ振
興課
☎ 24・1230八女東部スポーツ

公園（八女市黒木
町木屋）勤務職
員《1 人》

【業務内容】
八女東部スポーツ公園の維持
管理業務（主に天然芝の管理）

【共通事項】
◦任用期間＝平成 31 年 4 月1日から 1 年間（更新制度有り）
◦賃金・勤務条件等＝八女市規定による◦選考方法＝書類審
査、作文および面接　※申込書は八女市ホームページからダウ
ンロード可。※詳細についてはお問い合わせください。

市の嘱託職員を
募集します
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八
女
杉
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
弾
。
今

回
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
八
女

杉
を
使
っ
た
木
工
作
品
の
販
売
を

行
い
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ま
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

お
知

ら
せ

で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

も
開
催
。
詳
し
く
は
、https://

w
w

w.kum
anosu.com

/

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
12
月
８
日
㈯
11
時
～

16
時

◦
参
加
費
＝
入
場
無
料
、
木
工
体

験
は
有
料
（
材
料
費
）

◦
場
所
＝
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
ク
マ

ノ
ス（
八
女
市
亀
甲
２
５
６
ー
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ク
マ
ノ
ス
田
中

さ
ん
（
☎
４
３
・
５
２
０
８
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
毎
月

第
２
・
第
４
日
曜
日
に
開
催
。
出

店
者
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
開
催
日
＝
12
月
９
日
㈰
、
12
月

23
日
㈰
９
時
～
12
時
※
悪
天
候

の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
12
月
９
日
㈰
８
時
立
花

体
育
館
集
合

◦コ
ー
ス
＝
道
の
駅
た
ち
ば
な
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、
雨
具
・

タ
オ
ル
・
飲
料
水
等
持
参
く
だ
さ

い
。
雨
天
決
行
。
反
省
会
（
事
前

申
込
必
要
・
実
費
徴
収
）
は
17

時
か
ら
市
内
で
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
９
日
㈰
、
八
女
公

園
９
時
集
合
・
出
発

◦
コ
ー
ス
＝
八
女
公
園
～
岩
戸
山

古
墳
～
丸
山
塚
古
墳
等
～
八
女

公
園
（
約
６
㌔
）

◦
参
加
費
＝
会
員
外
２
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
）　

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩

こ
う
会
吉
岡
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

５
９
２
５
・
１
０
０
３
）

　

今
回
は
「
歴
史
好
き
少
年
か

ら
古
墳
専
門
家
へ
」
と
題
し
、
大

塚
恵
治
さ
ん
（
八
女
市
役
所
）
の

講
演
。
参
加
無
料
。
定
員
40
人

◦
日
時
＝
12
月
11
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　

今
月
は
筑
後
特
別
支
援
学
校

教
諭
の
秋
山
辰
郎
さ
ん
を
招
い
て

学
校
紹
介
と
意
見
交
換
を
し
ま

す
。
事
前
申
し
込
み
不
要
。

◦
日
時
＝
12
月
13
日
㈭
10
時
～

12
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地

区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
リ
ー
ベ
ル
（
八
女
市
本
町
17

―
２
）
☎
２
２
・
２
６
１
０

　

多
世
代
交
流
館
利
用
者
の
活

動
の
発
表
会
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
や
リ
ズ
ム
体
操
、
折
り
紙

や
編
み
物
く
ら
ぶ
の
作
品
の
展

示
、
抽
選
会
、
初
参
加
の
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
15
日
㈯
９
時
50

分
～
12
時
30
分

◦
参
加
費
＝
無
料
（
ほ
か
風
呂
利

用
の
人
は
入
館
料
が
必
要
で
す
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

年
忘
れ
ウ
オ
ー
ク
＆
反
省
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
軽
ト
ラ
市

第
58
回
地
域
活
動
講
演
会

多
世
代
交
流
館
ま
つ
り

障
害
児
を
持
つ
親
の
サ
ロ
ン

リ
ー
ベ
ル
「
お
し
ゃ
べ
り
箱
」

　コースガイドと
一緒にクリスマス
を満喫しながら、
サンタやトナカイ
などに変身し楽し
く歩きませんか♪
◦日時＝ 12 月 22 日㈯ 10 時受付開始
◦会場＝山の井公園集合（岩戸山歴史
文化交流館に駐車して公共交通機関で
お越しください）
◦参加費＝ 1,000 円（お弁当やスイー
ツのおもてなしあり）
◦申込方法＝ 12 月 13 日㈭までに観光
振興課へファクスで申し込みください。
◦申込・問い合わせ＝観光振興課
　（N 22・7311 ／☎ 23・1192）

クリスマスオルレ♪
九州オルレ八女コース

第
２
回
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
フ
ェス

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

12/22
㈯

　認知症について学んでみませんか？お友だち
をお誘いのうえ多くのご参加をお待ちしていま
す。お気軽にご参加ください。
◦対象＝ 65 歳以上の八女市民で認知症予防に
関心のある人。事前申し込み必要。
◦日程＝ 12 月18 日㈫ 14 時～ 15 時 30 分
◦場所＝社会福祉会館（３階）大会議室
◦内容＝テーマ「認知症予防と芳香療法につい
て」講師 メディカルアロマテラピスト古賀なる
みさん
◦参加費＝無料
◦申込・問い合わせ＝株式会社 
リセス（☎ 0942・52・4887）
※「げんき脳講座」は八女市健康ポイント事業
の対象になります。今年度初めて参加される人
は、当日ポイントカードをご持参ください。

認知症予防講座
　　 「げんき脳講座」

八女市健康
ポイント
事業対象第５回
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敬
意
を
表
し
、
日
本
一
大
型
仏
壇

の
す
す
払
い
を
行
い
ま
す
。
終
了

後
に
は
職
人
が
家
庭
用
仏
壇
の

お
手
入
れ
を
説
明
し
ま
す
の
で
、

き
れ
い
に
な
っ
た
仏
壇
で
新
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。
来
場
者
に
は

ぜ
ん
ざ
い
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
27
日
㈭
10
時
～

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
福
島
仏
壇

仏
具
協
同
組
合
（
☎
２
４
・
３
９

４
１
）

　

岡
山
公
園
を
守
る
会
で
は
、

今
年
も
巨
大
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

お
昼
に
お
餅
や
ぜ
ん
ざ
い
、
雑

煮
を
用
意
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
23
日
㈷
９
時
～

14
時

◦
場
所
＝
こ
ぐ
ま
福
祉
会
尾
久
保

研
修
所
み
ん
な
の
館
（
元
尾
久
保

小
学
校
）

◦
参
加
費
＝
小
学
生
３
０
０
円
、

中
学
生
以
上
５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
５
４・

３
９
０
０
）

　

今
年
１
年
の
感
謝
と
八
女
福

島
仏
壇
を
造
り
出
し
た
先
人
に
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◦
講
師
＝
平
野
孝
さ
ん
（
池
坊
講

師
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
材
料
費
３

０
０
０
円
）

◦
持
参
品
＝
花
ハ
サ
ミ
・
花
器
・

お
花
を
包
む
も
の

◦
定
員
＝
10
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

②
キ
ッ
ズ
講
座 

パ
ー
ト
２

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
親
子
で
楽

し
く
、
ケ
ー
キ
と
ス
イ
ー
ツ
を
作

り
ま
す
。
野
菜
が
苦
手
な
お
子
さ

ん
で
も
ケ
ー
キ
に
す
れ
ば
食
べ
ら

れ
ま
せ
ん
か
？ 

◦
日
時
＝
12
月
25
日
㈫
10
時
～

13
時

◦
場
所
＝
東
公
民
館
３
・
４
号
室

◦
講
師
＝
山
口
明
美
さ
ん
（
元
気

ク
リ
エ
イ
ト
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
材
料
費
親

子
1
組
１
０
０
０
円
）

◦
持
参
品
＝
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
布

（
頭
に
か
ぶ
る
も
の
）・
筆
記
用
具
・

持
ち
帰
り
用
の
容
器

◦
定
員
＝
２
人
１
組
の
親
子
で
９

組
※
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
を
使
う
の
で

子
ど
も
さ
ん
は
４
年
生
以
上
（
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

①
②
共
通

◦
申
込
期
間
＝
12
月
１
日
㈯
～

12
月
12
日
㈬

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
東
公
民

館
（
☎
２
３
・
５
２
７
６
）

◦
担
当
＝
久
留
米
大
学
病
院
歯

科
口
腔
医
療
セ
ン
タ
ー
楠
川
仁

悟
教
授

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
筑
後
歯
科

医
師
会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

　

岡
山
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
は
、
新
し
い
1
年
の
健
康
と

幸
福
を
祈
願
す
る
た
め
、
初
日
の

出
遥
拝
式
を
行
い
ま
す
。
優
し
い

光
と
和
の
美
し
さ
を
加
え
た
幻
想

的
な
竹
灯
籠
で
迎
え
る
岡
山
公

園
へ
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
１
日
（
元
旦
）
午

前
７
時
～

◦
場
所
＝
岡
山
公
園
頂
上
（
雨
天

時
は
室
岡
公
民
館
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
岡
山
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
溝
田
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
５
７
４
７
・
４
９
９
４
）

①
お
正
月
を
飾
る
い
け
花
教
室

　

お
正
月
に
床
の
間
や
玄
関
に
お

正
月
の
花
を
飾
っ
て
、
新
年
を
す

が
す
が
し
く
迎
え
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
12
月
22
日
㈯
９
時
30

分
～
12
時

◦
場
所
＝
東
公
民
館
２
号
室

岡
山
公
園
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
岡
山
公
園
の
頂
上
に
飾
り
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◦
点
灯
期
間
＝
12
月
15
日
㈯
～

１
月
１
日
㈷

◦
点
灯
時
間
＝
18
時
～
21
時
30

分
※
12
月
31
日
～
１
月
１
日
は

18
時
～
翌
朝
７
時

　

無
料
口
腔
ガ
ン
健
診
を
お
こ

な
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は

お
越
し
く
だ
さ
い

◦
日
時
＝
12
月
22
日
㈯
14
時
～

15
時
（
予
約
不
要
）

◦
場
所
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師

会
会
館
（
八
女
市
本
町
７
７
４
）

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷」

申込・問い合わせ
岩戸山歴史文化交流館 ( いわいの郷 )
☎ 24・3200 ／ N 24・3210

八
女
市
東
公
民
館
講
座

竹
灯
籠
で
迎
え
る
初
日
の
出

遥
拝

無
料
口
腔
ガ
ン
健
診

教
室
・
講
座

　私たちの祖先はどのような顔をしていたの
か考えた事はありませんか。古代の資料をひ
も解くと、古代人の顔が見えてきます。例えば、
縄文時代の土偶から、弥生時代の銅鐸から。
目の表現や顔面装飾など様々な角度から古代
人の顔を考えます。
◦日時＝ 12 月 22 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時　
◦会場＝いわいの郷研修室
◦講師＝佐田茂さん（佐賀大学名誉教授）
◦受講料＝無料
◦定員＝ 50 人（先着順・当日受付）

日
本一大
型
仏
壇
の「
す
す
払
い
」

第
13
回
み
ん
な
の
館
餅
つ
き

＆
ク
リ
ス
マ
ス
会

【古代体験イベント】
「木製オーナメントづくり」

【歴史講座】「古代人の顔」

　もうすぐクリスマス。周辺の木々から落ち
た枝を使い、クリスマスリースのような木製
オーナメントを作ってみませんか。
◦日時＝12 月15 日㈯10 時～12 時　　
◦会場＝いわいの郷実習室
◦対象＝どなたでも
◦定員＝ 20 人（先着順）
◦参加費＝ 200 円
◦申し込み＝電話またはファクスで
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90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万
人

の
学
生
が
、大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
様
々

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
約
３
０

０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

◦
資
料
請
求
＝
放
送
大
学
福
岡

学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
５
・
３
０
３
３
）

◦
出
願
締
切
＝
▽
第
1
回
2
月

　
「
誰
で
も
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
塾
」

（
全
５
回
）
の
第
５
回
目
は
、
陶

器
（
茶
碗
や
湯
呑
み
な
ど
）
を

手
ご
ね
で
作
る
体
験
で
す
。
今
回

は
矢
部
村
の
『
杣
の
里
』
に
居
を

構
え
る
渕
之
上
さ
ん
が
指
導
し
ま

す
。
土
の
練
り
か
た
か
ら
型
ど
り

ま
で
親
切
・
て
い
ね
い
に
教
え
、

約
２
時
間
ほ
ど
で
２
点
の
陶
器

（
茶
碗
や
湯
呑
み
な
ど
）
を
創
作

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ペ
ア
の
茶

碗
や
湯
呑
み
な
ど
を
手
作
り
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
１
月
19
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
西
公
民
館
１
号
室

◦
講
師
＝
鑑
月
焼
御
前
窯
窯
元 

渕
之
上 

伸
一 

さ
ん

◦
受
講
料
＝
無
料
（
材
料
費 

１

５
０
０
円
）

◦
定
員
＝
10
人
（
要
申
込・抽
選
）

◦
申
込
期
間
＝
12
月
１
日
㈯
～

12
月
15
日
㈯
、
日
・
祝
日
除
く

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

西
公
民
館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
／

qyam
e_nishikoum

inkan@
w

it.ocn.ne.jp

◦
期
日
＝
①
12
月
８
日
㈯
、
９

日
㈰ 

②
12
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰

（
２
日
間
）
10
時
～
17
時
※
１
講

習
２
日
間
の
短
期
講
習
会
で
す
。

講
習
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

◦
講
師
＝
国
指
定
重
要
無
形
文

化
財
久
留
米
絣
技
術
保
持
者 

森

山
虎
雄
さ
ん
、
森
山
富
子
さ
ん
、

森
山
哲
浩
さ
ん

◦
内
容
＝
干
支
（
亥
）、
テ
ー
ブ

ル
セ
ン
タ
ー
各
１
枚

◦
受
講
料
＝
１
５
０
０
０
円
（
材

料
代
込
み
）

◦
定
員
＝
6
人
（
先
着
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
持
参
品
＝
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、

座
布
団
（
薄
手
）、
昼
食

◦
申
込
＝
八
女
伝
統
工
芸
館 

大

石
さ
ん
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
１
月
11
日
㈮
、25
日
㈮
、

17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
月
額
６
０
０
円
、
会

員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３

４
０
）

　

自
衛
隊
で
は
、
来
春
入
学
予

定
の
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
対
象
は
、
来
春
中
学
校
を

卒
業
予
定
お
よ
び
卒
業
し
た
17

歳
未
満
の
男
子
で
す
。
一
般
入
試

の
受
付
は
、
１
月
７
日
㈪
ま
で
で

す
。
併
せ
て
、
自
衛
官
候
補
生
の

募
集
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
対

象
は
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男

女
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
八
女
地

域
事
務
所
（
☎
２
４
・
５
１
９
２
）

◦
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
お
よ
び

受
付
期
間
＝
12
月
17
日
㈪
～
12

月
26
日
㈬

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
＝

県
住
宅
供
給
公
社
、
同
公
社
筑

後
管
理
事
務
所
、
大
牟
田
出
張

所
、
市
役
所
都
市
計
画
課
、
各

支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら

28
日
▽
第
2
回
3
月
17
日

　

受
験
資
格
、
提
出
書
類
な
ど

詳
細
は
公
立
八
女
総
合
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
募
集
区
分
お
よ
び
採
用
予
定

人
数
＝

▽
事
務
職
員 

１
人

▽
薬
剤
師 

若
干
名

▽
臨
床
検
査
技
師 

１
人

▽
臨
床
工
学
技
士 

若
干
名

◦
採
用
予
定
日
＝
４
月
１
日

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
総
務
課

人
事
係
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

放
送
大
学
４
月
生

公
立
八
女
総
合
病
院
企
業
団

職
員
採
用
試
験

県
営
住
宅
入
居
者
（
抽
選
方

式
）

　2 月 23 日㈯から開催する「第 30 回記念
夢たちばな観梅会」で実施する『竹あかり
幻想の世界』の竹あかりを制作していただけ
るボランティアを募集します。毎年３万人以
上の観光客が訪れる観梅会を一緒に盛り上
げてみませんか。
◦作業内容＝事務局により準備したオブジェ
の制作（ジグソーやドリルを使用します）
◦制作日＝１月 20 日㈰
◦申込締切＝ 12 月 21日㈮
◦申込・問い合わせ＝第 30 回記念夢たち
ばな観梅会事務局（八女市役所立花支所産
業経済課☎ 23・4941 ／立花町観光協会☎
37・1055）

試　

験

西
公
民
館
講
座

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

竹あかりを
創ってみませんか
制作ボラン
ティア募集

久
留
米
絣
手
織
り
講
習
会
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お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
求
職
者
を
対
象
に
、
再
就

職
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
１
対

１
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
費
用
無

料
、
要
予
約
。

◦
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
、
10
時

～
17
時

◦
場
所
＝
ハロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
２
階

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０
）

　

九
州
・
山
口
医
療
問
題
研
究

会
福
岡
県
弁
護
団
で
は
、
例
年

医
療
事
故
１
１
０
番
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族

の
医
療
に
関
し
て
、
事
故
で
は
な

か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
お
持

ち
の
人
、
一
人
で
抱
え
ず
に
弁
護

士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ

な
た
の
声
が
医
療
を
改
善
す
る
一

歩
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◦
日
時
＝
12
月
８
日
㈯
10
時
～

15
時

◦
受
付
電
話
＝
０
９
４
２
・
４
８
・

０
２
５
３　

※
電
話
受
付
で
は
、

事
案
の
概
要
の
み
を
伺
い
、
詳
細

は
後
日
無
料
の
面
談
相
談
を
設

定
し
ま
す
。

　

司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
必
要
に
応
じ
、
行
政

機
関
へ
の
同
行
等
の
支
援
も
行
な

い
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
15
日
㈯
10
時
～

15
時

◦
相
談
方
法
＝
電
話
相
談

（
☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１
）

◦
相
談
内
容
＝
▽
生
活
保
護
の

要
件
、
申
請
方
法
▽
生
活
保
護

受
給
中
の
借
金
問
題
▽
生
活
保

護
の
停
止
や
廃
止
に
関
す
る
こ
と

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１
）

　

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

者
の
会
」に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
に
は
事
前
に
団
体
登
録
が

必
要
で
す
。

◦
１
月
利
用
者
の
会
＝
12
月
15

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
退

共
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
た
人
、

も
し
く
は
加
入
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
人
で
、
退
職
金
請
求
手

続
き
を
し
た
心
当
た
り
の
な
い
人

は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
支
部
ま

た
は
本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
林
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部
（
☎
０
３
・
６
７
３

１
・
２
８
８
９
）

　

近
年
、
管
内
筑
後
地
域
に
お

い
て
重
油
等
の
油
が
河
川
や
水
路

へ
流
出
す
る
事
故
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
冬
期
は
農
業
用
施

油
流
出
事
故
に
ご
注
意
く
だ

さ
い

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
の
退
職
金
請
求

生
活
保
護
電
話
相
談
会

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談

医
療
事
故
１
１
０
番

　介護保険を利用し
て、高額介護サービ
ス費支給の対象とな
られた人で、次に掲
げる対象期間の自己
負担額（介護保険対
象分）の世帯合計が上限額を超える場
合、その差額分が支給されることがあり
ます。
◦対象期間＝平成 29 年 8 月１日～平成
30 年 7 月 31日
◦上 限 額＝ 446,400 円
◦支給条件＝平成 30 年 7 月 31日現在
で世帯の全ての被保険者が１割負担
※他にも条件がありますが、対象者につ
いては市から通知します。
※対象期間内に八女市に転入された人に
ついては、転入前の自己負担額が把握で
きません。そのため対象となる人は、転
入前の市町村から自己負担額証明書を
発行してもらい、市に届けていただく必
要があります。
ご不明な点がありましたら、お問い合わ
せください。
◦問い合わせ＝介護長寿課介護サービ
ス係（☎２３・２５４５）

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

高額介護サービス費の
年間上限について

設
等
に
お
い
て
油
類
の
利
用
が
増

え
る
た
め
、
こ
の
傾
向
が
顕
著
で

す
。
油
流
出
事
故
が
発
生
す
る

と
周
辺
の
環
境
や
生
態
系
に
悪
影

響
を
与
え
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

上
水
道
の
取
水
停
止
や
農
業
・
漁

業
被
害
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
油
流
出
事
故
の

原
因
者
は
流
出
し
た
油
の
処
理
費

用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
と
と

も
に
、
莫
大
な
額
の
損
害
賠
償
を

請
求
さ
れ
た
例
が
あ
り
ま
す
。

○
油
流
出
事
故
を
防
止
す
る
に

は
？

　

油
流
出
事
故
の
発
生
の
大
半

が
設
備
の
点
検
・
維
持
管
理
の
不

備
や
操
作
時
の
人
為
的
ミ
ス
が
原

因
で
す
。
タ
ン
ク
配
管
等
に
異
常

が
な
い
か
普
段
か
ら
点
検
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
油
類
を
使

用
す
る
際
や
、
タ
ン
ク
等
に
補
給

す
る
際
は
特
に
注
意
し
て
作
業
を

行
う
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

○
油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場

合
は
？

　

油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場

合
や
発
見
し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
所
管
の
消
防
署
・
市
役
所
ま
た

は
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
等
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
環
境
指

導
課
（
☎
２
２
・
６
９
６
４
）
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■ 4か月さん集まれ（8月生まれ）
「ベビータッチ + 食育」
◦1/10 ㈭ 10:00 ～ 12:30 ／飲み物
持参／参加費あり・要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦1/10 ㈭、1/22 ㈫ 13:30 ～ 15:00
／参加費あり・要申込
■マタニティさん集まれ♪
 「絵手紙＋食育」
◦1/16 ㈬ 10:00 ～ 12:30 ／参加費
500 円、託児あり・要申込
■ママ読の日
◦1/23 ㈬ 10:00 ～ 12:00 ／飲み物
持参／託児あり／要申込

■はっぴぃバースデー
「くまおじさんのお話」◦ 1/22 ㈫

10:30 ～／ 1/19 ㈯までに要申込
■つくろうねっ「豆まき」
◦ 1/30 ㈬ 10:30 ～／定員親子 10
組／ 1/27 ㈰までに要申込

■GOGO！カ～りる
◦ 1/8 ㈫ 10:30 ～／移動図書館の
バスが来ます。利用カードをお持ち
の人は持参ください。
■わ・わ・ＷＡ！

「田中もと子先生と親子ふれあい遊び」
◦1/9 ㈬ 10:30 ～／限定親子 20 組
要申込
■すてきな記念日♥
◦1/16 ㈬ 10:30 ～／※誕生月者の
み要予約／どなたでも参加できま
す。
■子育てエ～ル

「子どもと一緒におみそを作ろう」
◦1/18 ㈮ 10:30 ～／要申込・参加
費あり

■ママといっしょ「似顔絵を描い
てみよう！」◦ 1/10 ㈭ 10:30 ～／
参加費 150 円／要申込
■うちのおやつ時間「フライパンパ
ンと畑のスープ」◦ 1/17 ㈭ 10:30
～／参加費 300 円／エプロン・三
角巾持参／要申込
■星野であそぼ♪「ブックエンド
作り」◦1/29 ㈫ 10:30 ～／参加費
200 円／汚れてよい服装／要申込

■ 10:00 ～ 13:00
▽井延公民館 1/8 ㈫
▽長峰保育所 2 階 1/9 ㈬、23 ㈬
▽上陽公民館 1/11 ㈮
▽働く女性の家 1/22 ㈫
▽矢部集落センター 1/23 ㈬
▽室岡公民館 1/24 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 1 月 ※子育ち…子ども自身が、自ら
の力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問（☎42・3301）

【竈
か ま ど

門神社きせる祭り】◦日時＝ 12/13 ㈭
11:00 ～ 14:00 ◦場所＝竈門神社（溝口）◦
問＝筑後市観光協会（☎ 0942・53・4229）

【クリスマスオルレ】◦日時＝12/22 ㈯出発＝
10:30 ～（開会式 10:00 ～） ◦場所＝九州オ
ルレみやま・清水山コース（みやま市瀬高町）
◦参加費＝ 1,500 円（食事のおもてなし、缶
バッジ、スイーツなど）◦問＝みやま市商工
観光課（☎ 0944・64・1523）

筑後市

みやま市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

火災出火件数  6件 （32件）
救急出動件数 264件 （2,726件）
救急搬送人数 263人 （2,643人）

人身事故発生件数 28件 （290件）
傷　　者 37人 （364人）
死　　者 1人 （  3人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 63,831 (-91）
男 30,138  (-41)
女 33,693  (-50)

世帯数 24,806  (+2)
　※（　）内は前月比

出生 33 人 死亡 87 人
転入 150 人 転出 187 人

▼ 10 月の交通事故の状況

▼ 10 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（10 月31日現在）

▼ 10 月の異動

納期限・口座振替日は12月25日㈫
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦固定資産税（3 期）◦国民健康保険税（6 期）
◦後期高齢者医療保険料（6 期）◦介護保険料（6
期）◦住宅使用料（12 月）◦保育料（12 月）◦
水道料金・下水道使用料（5 期）◦農業集落排
水施設使用料（5 期）◦下水道受益者負担金（3 期）

12月に
納める
もの

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日 祝祭日除く火・木・金 問 090・

3320・2196／やめっこ未来館（☎ 24・8814）

12月16日㈰  旧白谷歯科医院→ 新 吉泉歯科医院（黒木町）☎42・3941在宅医当番の変更

　ホークスオフィシャルダンス & パフォーマンスチーム
「ハニーズ」の 2019 年度メンバーオーディションを開催
します。福岡会場は、12 月15 日㈯・16 日㈰に本審査を
行います。対象は 18 歳以上の女性、応募締切は 12 月
12 日㈬必着です。お客さまと一緒にホークスを盛り上げ
たいという熱い気持ちを持った、女性の皆さんのご応募
をお待ちしています。詳細はホークス公式サイトをご確
認ください。

八女市では福岡ソフトバンクホークスと
の地域包括連携協定に基づき、広報八
女やホームページ等でホークス情報を
発信しています。

福岡ソフトバンクホークス情報
「ハニーズ」2019年度メンバー募集！
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予約

無料法律相談
◦12 月 20 日㈭ 、1 月10 日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦12 月14 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦12 月 21日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦12 月 28 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦12 月 21日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦12月13日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画推進課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦12月20日㈭ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦12月4日㈫13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦12月5日㈬13:00 ～ 16:00
　／星野支所
◦12月7日㈮13:00 ～ 16:00 ／社会
　福祉会館／地域福祉センター (上陽）
◦12月12日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦12月14日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦12月6日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦12月11日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月19日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦12月3日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦12月4日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦12月12日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦12月21日㈮ 13:30 ～ 16:00

　／社会福祉会館
◦12月14日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦12月5日㈬、19日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦12月19日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦12月26日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月12日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
定例税務相談会
◦12月10日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦12月17日 ㈪13:30 ～ 16:30 ／ 八
女商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦12月18日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦12月13日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月14日㈮・18日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦12月18日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦12月13日㈭ 11:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦12月27日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦�月～金 8:30 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約 ☎0942・33・6215
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／
　市役所内※予約 ☎23・1448

　黒木支所内※予約 ☎42・1800
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約 ☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約 ☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター (市役所内）
　　☎23・1183
◦�毎週水曜 9:00 ～ 16:00 
　／黒木支所 ☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦12月18日㈫ 13:00 ～16:00 ／八女市　
　消費生活センター※予約  ☎23・1183

教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会 ☎0120・784・110
教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約 ☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター ☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦�平日10:00～17:00 ／☎092・513・7337
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所 ☎0944・72・2610

電 話 相 談

予約

予約 予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

献血にご協力ください
【福島地区】
◦日時＝12月14日㈮10:00 ～ 11:30、
　12:30 ～ 15:30
◦場所＝おりなす八女
◦問い合わせ＝八女市献血推進協議
　会（☎２３・０２９４）
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満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・生
年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝企画政策課秘書広報係（☎23・1110）

　
先
日
、
東
京
都
千
代
田
区
で
開
催
さ
れ
た
「
第
９
回
東
京
八

女
ふ
る
さ
と
会
」
に
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
主
に
関
東

地
区
在
住
で
八
女
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
を
会
員
と
し
て
構

成
さ
れ
、
年
に
一
度
の
会
合
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

八
女
市
か
ら
も
含
め
約
１
４
０
人
が
参
加
し
、
盛
会
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
▼
会
長
は
、
本
市
の
奨
学
金
制
度
等
で
大
変
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
大
坪
修
様
が
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
年

は
新
た
に
副
会
長
が
設
け
ら
れ
、
直
木
賞
作
家
の
安
部
龍
太
郎

様
と
、
東
京
都
台
東
区
長
の
服
部
征
夫
様
の
お
二
人
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
安
部
様
は
、
ご
挨
拶
で
作
家
活
動
を
含
め
た
ふ
る

さ
と
へ
の
思
い
を
語
ら
れ
、
服
部
様
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
奥

様
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
八
女
市
の
近

況
を
ご
報
告
し
、
故
郷
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
▼
乾
杯
の
後
は
、
筑
後
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
野
田
徹
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
ご
案
内
を
兼
ね
た
特
産
品
抽
選
会
等
も
行
わ
れ
、
本
当

に
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
ご
参
加
の
皆

様
方
が
「
八
女
市
」
を
心
か
ら
大
切
に
思
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
が
、
会
話
の
端
々
か
ら
感
じ
ら
れ
非
常
に
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。
▼
関
東
地
区
の
み
な
ら
ず
、

全
国
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
本
市
出
身
の

方
々
の
ご
活
躍
を
願
う
と
と
も
に
、

「
八
女
市
」
が
皆
様
に
と
っ
て
い
つ
ま

で
も
「
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
」
で
あ
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
守
り
、
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
。
そ
の
思
い
を
新
た
に

し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

誇れる
ふるさと
「八女」を

市長コラム

おたんじょうびおめでとう

1歳おめでとう♪イタズラ
大好きとしっくん！これ
からも元気に育ってね☆

石橋 穏
と し き

季ちゃん

Ｈ29年12月1日生（忠見）

お誕生日おめでとう！元気
いっぱい大きくなってね♡

大淵 朝
あ さ ひ

日ちゃん

Ｈ29年12月11日生（立野）

すくすく大きく育ってく
れてありがとう♡我が家
のスター☆

藤川 流
りゅうせい

星ちゃん

Ｈ29年12月22日生（星野村）

クリスマスイブに産まれ
た柚くん♡元気いっぱい
大きくなってネ！

林田 柚
ゆ ず き

輝ちゃん

Ｈ29年12月24日生（馬場）

お誕生日おめでとう！
お兄ちゃんと仲良く元気
いっぱい育ってね♡

樋口 心
こ の か

乃香ちゃん

Ｈ29年12月14日生（宅間田）

お誕生日おめでとう♡
お兄ちゃんたちと仲良く
元気に育ってね♡

吉田 莉
り の

望ちゃん

Ｈ29年12月1日生（高塚）

１歳おめでとう♡
いっぱい食べて元気に
育ってね！

堀川 瑛
え い た

太ちゃん

Ｈ29年12月3日生（吉田）

お誕生日おめでとう !こ
れからも一緒にいっぱい
遊ぼうね !

萩尾 太
た お

鳳ちゃん

Ｈ29年12月15日生（蒲原）

１歳おめでとう♡これか
らも姉兄と仲良く、元気
に大きくなってね！

友野 遥
は る き

希ちゃん

Ｈ29年12月24日生（上陽町）

愛らしい恒ポン。いつま
でも兄弟仲良く、健やか
に育ってね。

中村 恒
つねつぐ

嗣ちゃん

Ｈ29年12月25日生（本村）

なおくん、1歳おめでと
う！元気に大きくなって
ね。大好きだよ♡

小柳 直
な お や

也ちゃん

Ｈ29年12月19日生（高塚）

お姉ちゃん大好きがっく
ん♡これからも姉弟仲良
くすくすく育ってね♡

江口 岳
がく

ちゃん

Ｈ29年12月3日生（龍ヶ原）

悠くんの笑顔に毎日癒やさ
れています。お兄ちゃんと
仲良く元気に育ってね♡

佐藤 悠
ゆ う ま

真ちゃん

Ｈ29年12月6日生（酒井田）

1歳おめでとう。いつも
ニコニコ癒しの笑顔をあ
りがとう。

中村 優
ゆ う き

希ちゃん

Ｈ29年12月20日生（上陽町）

1歳おめでとう！お兄ちゃ
ん、お姉ちゃんと仲良く、
活発でいてね。

牛島 明
め い さ

紗ちゃん

Ｈ29年12月25日生（立花町）

♡おめでとう心晴♡笑顔
いっぱいで元気に大きく
なってね♡大好き♡♡

松本 心
こ は る

晴ちゃん

Ｈ29年12月20日生（黒木町）

お誕生日おめでとう！家
族みんな心ちゃんの笑顔
が大好きだよ♡

井上 心
こ こ は

葉ちゃん

Ｈ29年12月11日生（納楚）

1歳おめでとう！
元気で優しい男の子に
育ってね！

渡辺 全
たもつ

ちゃん

Ｈ29年12月26日生（稲富）
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災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
今
年
は
、
八
女
市
へ
移
住
を

し
、
新
た
に
出
会
う
皆
さ
ま
か

ら
多
く
の
ご
親
切
を
い
た
だ
き
、

人
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
一

年
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
Ｙ
・
Ｙ
）

▼
取
材
先
や
近
く
の
公
園
等
で

「
ど
ん
ぐ
り
」
を
た
く
さ
ん
拾
い

ま
し
た
。細
長
い
物
か
ら
ま
ん
丸

な
物
ま
で
、色
ん
な
種
類
の
も
の

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。息
子
の
お

も
ち
ゃ
箱
は
ま
る
で
ど
ん
ぐ
り

屋
さ
ん
の
よ
う
で
す
。（
Ｔ・
Ｓ
）

▼
い
つ
も
ど
こ
か
で
何
か
が
催

さ
れ
て
い
た
に
ぎ
や
か
な
11

月
。
県
内
２
番
目
の
広
さ
を
誇

る
八
女
の
地
の
豊
か
さ
と
奥
深

さ
、
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る
ひ

と
月
で
し
た
。（
Ｋ
・
Ｓ
）




